














お庭番望月蒼司朗参る！




へっぽこ幻獣使いと神殺しの宴








流星香





[image: ]

電子版 ビーズログ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　首都帝都、華はなやかなる中心地、帝都城は二重の堀ほりに囲かこまれた、強固な結けつ界かい領りよう域いきである。

　ここは帝都にだけ存在する『蟲むし』の瘴しよう気きを寄せつけないよう設もうけられた結界領域なので、瘴気をまき散らすことのない人間や動物、鳥、昆こん虫ちゆうや植物などは自由に出入りできる。

　だが保ほ護ごの力がどこよりも強く作用しているこの場所は、土地に古くからいる動植物を守るように、力の強い外来種の侵しん入にゆうを拒こばむ性質も併あわせ持っている。内うち堀ぼりの中ほど完全ではないが、その影えい響きようは外堀に守られている帝都城公園でも確認されている。

　結界が設けられてから数百年経過した現在、研究者やマニアにとっての帝都城公園は、周辺地区で姿を消した動植物や昆虫を間近で観察できる、貴重な場所として知られている。




「ミギャギャ」

「あの人？」

　神しん務む実習生として帝都大学で授業を受けるため、帝都学園高等部での授業を終えて帝都城公園を歩いていた蒼そう司し朗ろうは、チビ白びやつ虎こに促うながされ、二人組の男たちに注目する。

「うーん……」

　大きな鞄かばんを背負って散策している男たちは、服装と雰ふん囲い気きで、地方から来た観光客のように見える。

　見えるが。

（見た目や雰囲気じゃ、わからないんだよなぁ）




『帝みかどや若様の命を狙ねらっている賊ぞくでございます』とわかる者が帝都に侵入したなら、速すみやかに警けい察さつに捕とらえられているだろう。不ふ審しんな行動を取っていれば、公こう儀ぎ隠おん密みつの尾び行こうがつく。

　凄すご腕うでの賊であればあるほど、変へん装そうも巧たくみで、そう簡単には見破れない。警察や公儀隠密の厳しい目から逃のがれ、帝都城公園まで入りこんだ賊には、警けい戒かいしなくてはならない。

　用心深い賊は、確実だと思えるときにしか、行動を起こさない。本物の賊であったとしても、何もせずに立ち去ることもある。




「キュウ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　何かありそうにピヨ四し神じんが騒さわいでも、ただ興味を持っただけということもある。毎度事件に繫つながるわけではないのだが、蒼司朗はピヨ四神を尊そん重ちようしたい。今日は短縮授業だったので、いつもより時間に余裕がある。

「わかった、つけてみよう」

　十二分に距離を取った蒼司朗は、尾行していることに気づかれないよう注意して男たちの後を追う。




　男たちはときおり足を止め、ストラップで首に掛けている双そう眼がん鏡きようで野鳥を観察したり、植物を写真に撮とったりしていた。

（研究者か、出版関係の人たちかな）

　それらしく見えるよう、偽ぎ装そうしている可能性もあるわけだが、カメラは被ひ写しや体たいによってレンズを交換する本格仕様だし、折り畳たたみ式のレフ板などの持ち物が、素人しろうとっぽくない。

　そして男たちはベンチで少し休きゆう憩けいしてから、別の場所に移動した。




（あれ？）

　蒼司朗は目を瞬しばたたく。




　歩き去る男たちの荷物が、ひとつ減っていた。

　距離があるので、蒼司朗がいる位置からははっきり見えないが、ベンチの辺りに置き忘れてしまったか。

　それとも、わざと置いて行ったのか。




「うーん……」

　蒼司朗はつい最近の失敗を思い出して、渋しぶい顔になる。




　先日、帝都城公園の植え込みの陰かげに隠かくすようにして、鞄を置いて離れた者を不審者だと思った蒼司朗は、鞄を不審物だと判断して動かした。しかしその鞄の中には、定てい点てん撮影中のカメラが入っていた。

　撮影に時間がかかるので、カメラマンは食事やトイレのためにそこから離れただけで、置き去りにしたわけではなかったのだ。植え込みに鞄を隠すようにして置いていたのは、事情を知らない者や置き引きにカメラが見つからないようにするためだ。

　その場所は犬の散歩によく使われるコースから外はずれていたし、たまたま何かがその辺りに転ころがりこんだりでもしないかぎり、植え込みの陰に隠された鞄には気づかれない。

　しかし、人間のその常識はピヨ四神には通用しない。気配で気づいたピヨ四神が騒ぎ、蒼司朗は鞄を発見した。

（だいたい、『触さわるな』って貼はり紙があったら、触ってみたくなるもんだろ）

　何かがあるから、触ってはいけないのだろう。何が入っているのか、とても気になる。

　蒼司朗は用心しながら、置き去りにされていた鞄を動かし、撮影中のカメラが入っているのを確認した。確認した瞬しゆん間かんから、ヤバイと思った。そーっと元の位置に戻しても、手遅れだろうとわかった。走って逃にげようかとも、ちらっと考えたが、神様連づれでそれはよくない。

　鞄の近くで途と方ほうに暮くれていたところ、戻ってきたカメラマンに発見され、蒼司朗は内心ほっとした。




　あともう少しで終わりというところで定点撮影は駄だ目めになり、蒼司朗はカメラマンに叱しかられた。

　蒼司朗が帝都城奥庭のお庭番だと知らず、霊れい力りよくがなくてピヨ四神の姿が見えない者にとって、蒼司朗のやったことは、好奇心旺おう盛せいな子供の悪戯いたずらだ。

　帝都城公園事務局では、事前にカメラマンから連絡を受け、撮影の許可を出していた。事態に気づいた警けい備び員いんが慌あわてて駆かけつけ、蒼司朗と一緒にカメラマンに詫わびてくれた。

　帝都神社の神官の一人として警備の任についていない時間の蒼司朗は、申し送りがないのだから、許可が出ている撮影のことなど知らなくても仕方ない。




「爆ばく発はつ物ぶつでなくてよかったです。蒼司朗様、次に怪あやしいと思うものを発見されたら、置いてある場所から動かさず、我われ々われに知らせてくださいね」

「はい、すみません……！」

（爆ばく弾だんが入ってる可能性もあったんだ……）

　非合法の薬物の取り引き現場かもしれないと思いこんでいた蒼司朗は、身を案じられて、爆弾であった場合の危険をまったく考こう慮りよしていなかったことを反はん省せいした。

　時限式ではなく、振しん動どう感知式の爆発物が中に入っていた場合は、動かした途端に大だい惨さん事じだ。ピヨ四神の加か護ごで、蒼司朗は守られるかもしれないが、周りにまったく被害が出ないとは言えない。




「キュウキュウ」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

　無む邪じや気きにピヨ四神に急せかされ、蒼司朗は頷うなずく。

「忘れものだったら、早く教えたほうがいいよな」

　蒼司朗がいる場所の近くに、公儀隠密が店員として働いている売店はなかった。巡じゆん回かい警備している者の姿も見えない。

（先に確かめる、かな）

　もしもあの鞄の中身が危険な爆発物だったなら、今日撮影許可を出している人はいますかと、訊たずねるために蒼司朗がこの場を離れた間に、関係のない入園者が犠ぎ牲せいになる場合もある。

　蒼司朗は帝都城奥庭のお庭番で、役職の位くらいこそ高いが神職にすらついていない神務実習生の高校生だ。緊急事態を知らせる狼煙のろしは持っているが、鞄が置き去りになっていて怪しく見えたからと、大人おとなを呼びつけたくない。

　公儀隠密や警備員を呼ぶのは、鞄を動かさないで眺ながめて、不審物かどうか確認してからでもいいだろう。

（失敗することは誰だれにでもあるって言ってくれた）

　恥はずかしい思いをした後は、それまでのように大だい胆たんに行動できなくなってしまうものだが、蒼司朗はまだ『子供』なのだ。自分で思うほど、周りは気にしていない。失敗を恐おそれなくてもいい。

　蒼司朗は深呼吸して、枝えだ打うち斧おのを握にぎり直す。

（────お庭番、望もち月づき蒼司朗、参る……！）




　気合いを入れた蒼司朗は、自分が挙きよ動どう不審に見えないよう注意して、ベンチへと歩いていく。

「この前のカメラマンは、鞄に撮影許可証をつけてたな」

　帝都城公園事務局で発行される、関係者にしかわからない許可証だ。蒼司朗がそれを見たのは、失敗してしまったこの前が初めてだった。まさかあのステッカーが撮影許可証だとは思わなかった。




　偽ぎ造ぞう防ぼう止しのため、撮影許可証の形状と色、記き載さいしている文字、つける場所は、帝都城の警備関係者だけにわかる法則で毎日変化する。




「ミギャ」

「うん、今日の許可証は……」

　蒼司朗は今日の日付と、符ふ牒ちようの組み合わせを思い出す。

　忘れものをしたことに気づき、男たちが戻ってくる気配はない。




　ベンチの上に鞄はなかった。

（また、見えにくいところに置かれてるのかな）

　この前と同じような状じよう況きようなのだろうか。

「ピピチュン」

　捜さがしものの得意なチビ朱す雀ざくが右みぎ手て羽ばを上げ、蒼司朗の頭の上で鳴いた。

「こっち？」

　蒼司朗はベンチから少し離れた植え込みに向かい、しゃがみこむ。

「────あった」

　この前と同じように、わかりにくい場所に、隠すようにして鞄が置かれていた。

　蒼司朗にくっついていたピヨ四神たちは、ぴょいとベンチの上や地面に下おりて、鞄を眺める。

（撮影許可証、どこだ……？）

　この前のように『触るな』という貼り紙はない。触ってはいけないものではないらしいが、忘れものという可能性も残っているので、遠えん慮りよなく触っていいわけではない。

「レンズは、出てないよね」

「キュイ」

　そこにカメラがあるとわからないように、鞄の側面に穴を開け、カメラのレンズだけを出して撮影しているようでもない。

「「（しゅー）」」
















「……うーん」

　巡回の警備員が近くを通りかかったら、声をかけて知らせるのだが、警備員の姿は見えない。




「コラァッ！」

　離れた場所から怒ど鳴なりつけられ、蒼司朗はびっくりして顔を上げた。霊力がない者の目には見えないのだが、大声に驚いたピヨ四神は蒼司朗に飛びついて隠れる。




　蒼司朗はしゃがんだまま顔を上げ、近寄ってきた男たちを見る。

　蒼司朗が尾行していた男たちだ。




「小こ僧ぞう、その鞄に触るんじゃない！」

　鞄の忘れものに気づいて、取りに戻ってきたのだろうか。怯おびえるピヨ四神をこっそり宥なだめながら、蒼司朗はしゃがんだまま男たちを見上げて首を傾かしげる。

「どうして？」

　蒼司朗に無む垢くな瞳ひとみで訊ねられ、男たちはにわかに挙動不審になった。

「そ、それは大人の鞄だから、坊ぼうやのじゃないだろう？」

　自分のものだとはっきり言わず、小僧呼ばわりを坊やに変え、態度を和やわらげた男たちは、蒼司朗が鞄にかかわらないよう牽けん制せいする。

　男たちが言うとおりその鞄は、帝都学園高等部の制服を着、学生鞄を持っている蒼司朗には不似合いだ。持って歩いていたならば、いかにも誰かの荷物を運はこんでいます、というように見えるだろう。

「……オレのじゃないよ。でも、悪戯しようとかじゃないよ。誰かの忘れものだろうから、公園の警備の人のところに持って行こうと思って」

「い、いや！　それはいいから！」

　男の一人が、鞄の持ち手を摑つかもうとした蒼司朗を止めた。むっと眉まゆを顰ひそめる蒼司朗に、もう一人の男が、慌てて言う。

「坊や、学校の帰りだろう？　寄り道してちゃいけないよ」

「これはおじさんたちが警備の人に知らせるから、ここはもういい。行きなさい」

「おじさんたちが？」

　どういうことだろうかという顔の蒼司朗へと、男たちは説明する。

「ほら、おじさんたちは二人だから。一人が警備の人に知らせに行って、もう一人が残って、鞄の番をすることができるだろう？　この辺りでは置き引きが流は行やっているらしいから、誰か悪い人が持って行かないよう、鞄を見張っていないと。それに、ひょっとすると持ち主ぬしが戻ってくるかもしれないし」

「……ふーん、なるほど。そうだね」

　警備員に知らせる者と鞄を見張る者に分かれるというのは、判断としてはとても正しい。

　蒼司朗が鞄から目を離して警備員を呼びに移動したなら、警備員が回収に来る前に鞄がなくなっていても、誰が持って行ったのかわからない。置き引きが持って行くこともあれば、持ち主が戻ってきて、鞄を持って行くこともある。二手に分かれれば、不ふ都つ合ごうはない。

　蒼司朗は納なつ得とくしたように頷く。




　しかし、この鞄の持ち主は、蒼司朗の目の前にいる男たちのどちらかだ。

（何かあるな）

「オレ、警備員室のある売店の前を通るから、大丈夫、持って行くよ。ついでだし」

　男たちに向かって、にこっと蒼司朗は笑い、鞄に手を伸ばす。




「い、いや、いいから……！」

「触るなっ……！」

　悲鳴のような声をあげて、蒼司朗を止めようとした男が、足をもつれさせた。

　姿勢を崩くずし、植え込みに頭から突っこんでしまった男の手が、鞄を押して転ころがした。




　どかーん！




　突とつ如じよ響ひびきわたった爆音に、帝都城公園にいた者たちは、びくっと肩かたを震ふるわせる。




　黒い柱のようなものが、帝都城公園の一角にそびえ立ち、数秒で消えた。
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　鞄かばんの中に入っていたのは、遠えん隔かく操そう作さ式しきの爆ばく弾だんだった。男は転倒した弾はずみに起き爆ばくスイッチを押してしまい、誤ご爆ばくしたらしい。




　周囲の様子は一変していた。

「────えーと……？」

　蒼そう司し朗ろうと男たちがいた辺り、爆ばく心しん地ちから直径十メートルの範はん囲いは、地面に見えない大きな筒つつを置き、ミキサーにかけた後のように、ベンチも植え込みも樹木も遊歩道の敷しき石いしも、何もかも瓦が礫れきと化していた。

　一いつ瞬しゆんの出来事に、蒼司朗は呆ぼう然ぜんとしながら立ち上がる。

「何だ？　これ……」

　眩まぶしい光に驚いて、蒼司朗は反はん射しや的てきにぎゅっと目を閉じ、少しばかり大きな、落らく雷らいに似た音を聞いただけだ。まさか、自分の周囲がこんな状態になっているとは思わなかった。




　爆発音が聞こえたというとんでもない事態に驚き、公こう儀ぎ隠おん密みつや警けい備び員いんたちが血けつ相そうを変えて飛んできた。

　すっかり殺風景になった辺りには、引火性薬物特有の異い臭しゆうが充じゆう満まんしている。

　一瞬で見晴らしがよくなってしまったので、散らばる瓦礫の中心で、鞄と枝えだ打うち斧おのを持ったまま突っ立っていた蒼司朗の姿は、駆かけつけた者たちには丸見えだ。

「どうしました!?」

「お怪け我がはありませんか!?　蒼司朗様！」

　制服姿の警備員が蒼司朗に駆かけ寄るのを確認し、私服姿の公儀隠密は野や次じ馬うまを装よそおって、少し距離を取る。




　現場を踏ふみ荒あらされないよう、警備員は速すみやかに立入禁止のテープを張り、この区画を封ふう鎖さした。野次馬を装っている公儀隠密は、一般の野次馬が前に出ないよう、気を配くばる。




「は、はい、怪我はありません、大丈夫です……！」

　詰め寄る勢いで警備員に取り囲かこまれた蒼司朗は、圧倒されながら返事をする。




　目を焼く強きよう烈れつな光と轟ごう音おん、恐おそろしい衝しよう撃げきと紅ぐ蓮れんの炎に襲おそわれて、全身がどうにかなっていてもおかしくない状じよう況きようだったが、蒼司朗は何の影えい響きようも受けていない。見えない強固な壁かべで守られたようだ。




「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュチュピチュチュ」

「「（しゅー）」」

　存在を主張して、蒼司朗にくっついているピヨ四し神じんが鳴いた。

　どんなにちっちゃくて愛らしくても、ピヨ四神は帝都城と帝みかど、若様を守る霊れい験げんあらたかな守しゆ護ご神しん様だ。駆く使しする力は成せい獣じゆうの姿のときと同じなので、爆弾程度の衝撃なら、奥庭のお庭番である蒼司朗が無傷なのも当然だ。

　普段どおりに元気のいい、愛らしいピヨ四神の姿に、ピヨ四神が見える公儀隠密や警備員たちの頰ほおが思わず緩ゆるみそうになった。しかし、この場で笑顔になるのは不自然なので、必死で表情を引き締しめる。




「────蒼司朗くん！」

「大丈夫か!?」

　やや離れた場所にいたらしい、公儀隠密候補生の柳生やぎゆう蘭らん丸まる・藤ふじ丸まる兄きよう弟だいが、見ず知らずの通行人や野次馬の目に不自然にならないよう、『知り合いのお兄さんたち』を装って蒼司朗に駆け寄った。

「はい、大丈夫です」

　蒼司朗は駆け寄る柳生兄弟に、会え釈しやくする。

　高校生でも小こ柄がらな蒼司朗が、警備員という制服姿の大人に尋じん問もんを受けているような様子は、どうにも物々しい。警備員にお辞じ儀ぎをした柳生兄弟は、蒼司朗を（野次馬の目から）守るように立つ。蒼司朗に保ほ護ご者しやらしき者がついて、傍はた目めに少し雰ふん囲い気きが和やわらいだ。




（あ、そういえば、あの人たち……！）

　蒼司朗はさっきまで近くにいた男たちのことを思い出し、辺りを見回す。原形も留とどめないほど吹っ飛ばされたのかもしれないと怖こわくなったが、男たちは見覚えのある服装のまま、蒼司朗の三メートルほど後ろの瓦礫の下にいた。

　小さく粉ふん砕さいされている瓦礫の形状から考えて、まったく不自然だが、頭も手足も全部ちゃんとあるようだ。

　何かを探すように動いた蒼司朗の視線を追い、警備員は瓦礫の下にいる男たちに気づく。

「おい、そこに誰だれかいるぞ！」

「大丈夫か!?」

　蒼司朗から少し離れた場所で瓦礫に埋うもれている男たちを発見した警備員は、近寄って容態を確かめる。打だ撲ぼくと擦さつ過か傷しようがあったが、二人とも気を失っているだけで、命に別状はないようだ。急いで救急車を手配する。

　帝都城公園の一角が瓦礫と化すほどの恐ろしい爆発に巻まきこまれたのだとしたら、絶対にこんな軽傷ですむはずがない。だがこの男たちにも蒼司朗同様に、ピヨ四神による（しかしいくらか手を抜いた）加護があったのだと考えれば、無理がない。

　奥庭の四神様の加護に『手抜き』。『ついで』の加護。この程度の怪我くらい、あってもべつにいいんじゃね？　とでもいうような────。




　これはいったいどういう状況なのだろうかと、公儀隠密や警備員たちは、瓦礫の下から救出した男たちを怪け訝げんな目で見つめる。覚かく醒せいさせようとして揺ゆすったことで、大事に至いたってはいけないので、気を失ったままの状態で救急搬はん送そうされるだろう、彼ら。

（この爆発のようなものは、ひょっとして……）

（……ありえる）

　二人の男を救出した警備員たちの視線を受け、蒼司朗の近くにいる警備員は、緊きん張ちようを押し隠しながら蒼司朗に訊たずねる。

「あの人たちは？」

　訊ねられても、初対面の蒼司朗には、どこの誰だかわからない。

「知ってる人かい？　蒼司朗くん」

　いくらか距離があるので、会話している声は野次馬まで聞こえないだろうが、柳生蘭丸は警備員よりいくらか優しく聞こえるよう、蒼司朗に訊ねた。倒れている男たちを一いち瞥べつし、柳生藤丸は眉まゆを顰ひそめる。

「ここらじゃ、見ねぇ顔だな」

　公儀隠密候補生である彼らは、記憶力がいい。見覚えがないのは、この男たちが帝都の人間ではないからだ。

「ミギャ！」

「キュイキュイ」

「ピチュン」

「「（しゅー）」」

　柳生藤丸に何かを訴うつたえているらしいピヨ四神を、蒼司朗はそっと撫なでて宥なだめる。

「その人たち、野鳥や植物の観察をしているところを見かけたんですが、実は爆弾犯だったようです。この辺りにあったベンチの陰かげに鞄を置いて立ち去ったので、その鞄を確かめていたら、戻ってきて」




　爆弾犯と聞き、警備員たちや柳生兄弟、公儀隠密たちは顔色を変えた。

「爆発させたんですか!?」




　蒼司朗は帝都城奥庭のお庭番といっても、まだ子供子供した非ひ力りきな少年だ。それなのに標的を『望もち月づき蒼司朗』として、帝都城奥庭のお庭番を爆弾で狙ねらう者がいたとなれば、一大事だ。明らかに体たい軀くで劣おとる、小柄な少年一人を相手に、こんな強力な爆弾を用いるとは、何て乱らん暴ぼうで恐ろしいことをするのだろうか。

（何と卑ひ劣れつな……！）

（この程度ですますのは、まったくもって手ぬるい……！）

（どうしてくれようか……！）

　庇ひ護ご欲よくを刺し激げきされた警備員たちや柳生兄弟が思わず殺気立ち、蒼司朗は慌あわてる。

「い、いえ！　違うんです！　爆弾の入っている鞄から、オレを遠ざけようとしてたみたいなんですけど、何か、こう、弾はずみで？」




　あ、転ころんだ、と思ったら、ドカーンだ。




「……そう、だったんですか」

「なんだ……」

「あぁ、驚いた」

　蒼司朗を狙ったのではなく、単なる誤ご爆ばくだったのだとわかり、警備員や柳生兄弟は安あん堵どする。

　爆弾に触ふれさせまいとしていた男たちの様子を思い出し、蒼司朗はちょっと考える。

「オレを爆弾から引き離そうとしていたんだから、いい人、だったのかな？　いや、爆弾置いてくような人に、いい人もないか」

「ミギュ？」

「キュウ」

「ピピ」

「「（しゅー）」」

　考える蒼司朗と同じように、ピヨ四神も首を傾かしげる。

　緊きん迫ぱくした状況なのに、どこかほのぼのしてしまい、警備員たちや柳生兄弟は苦笑を押し隠す。




　誰かを狙って爆弾を仕し掛かけようとしても、警備が厳きびしい帝都へは爆弾など持ちこめない。それとわからないように部品の状態にした爆弾を、害のない他の荷物に紛まぎれこませて数回に分けて持ちこみ、帝都の中で作りあげたに違いない。

　爆弾を複数個持っていたとしても、標的や周囲が警けい戒かいしないうちに確実に使用するためには、その前に事件を起こさないほうがいい。

　貴き重ちような爆弾に近づく無関係な者は、排はい斥せきしなければならない。




「ちびっこいのにちょろつかれて、邪じや魔まだっただけだろ」

　柳生藤丸は笑いながら、蒼司朗の肩を軽く叩たたいた。

　蒼司朗は小柄なので、そういう行動を取っているつもりはなくても、うろうろちょろちょろしているように見える。これまでに色々なところで指し摘てきされたので、嬉うれしくない言い方をされても蒼司朗は聞き流す。

「でも、怪あやしいものは確かめないといけないじゃないですか」

　正義感溢あふれる蒼司朗の発言は、とても頼もしいのだが。

（簡単に引き下がらなかったな）

　犯人だろう人間が戻ってきても、蒼司朗が簡単に追い払われてくれなかったので、ものの弾みで誤爆してしまうような事態になったのだろうと、推測できる。

「────蒼司朗様……」

「あのさ……」

　柳生兄弟は、ぬるい笑みを浮かべて蒼司朗を見た。

「奥庭のお庭番は、蒼司朗様しかいません。もっと自分を大事にしてください。自覚が足りないと思われても仕方ないですよ？」

「しっかりしてくれ」

　奥庭のお庭番は、誰かが引き継ごうとしても、なれるものではない、特とく殊しゆなお役目であることを忘れてはいけない。




　救急隊員が安全に入れるように、瓦礫を寄せて道を作りながら、警備員たちは蒼司朗に懇こん願がんする。

「怪しいものを発見したら、構いませんからすぐに知らせてください……！」

「何かあってからじゃ、遅いんですよ……！」

　実際、『何かあった』。それでも大事に至らなかったのは、蒼司朗に奥庭の四神様がついていたからだ。

　蒼司朗がもう少し早く引き下がっていたならば、今回の爆発は未み遂すいで終わっていただろう。




　蒼司朗は押しつけるような勢いでピヨ四神を柳生蘭丸に渡し、警備員たちに大きく頭を下げる。

「すみません、本っ当にすみません！」

　爆発で吹っ飛んだ帝都城公園の一角で、蒼司朗は平謝りした。




（奥庭の四神様を一緒に謝らせるわけにはいかないから、か）

　柳生蘭丸は蒼司朗が謝り終わるのを待って、腕うでの中でおとなしく、しかし居い心地ごこち悪そうにお尻しりをもにょつかせていたピヨ四神を返した。




　通報を受けた帝都警察の警官が到とう着ちやくし、警備員と柳生兄弟に付き添われた蒼司朗から話を聞く。それからすぐに、救急車も来た。

「この二人は、警察病院に搬送してください」

「了解しました」

　警官の言葉を聞いた救急隊員は、それ以上の説明を必要とせず、爆発事故現場で気絶している男たちを担たん架かに乗せ、速やかに救急車に運びこんだ。

　二人は爆発物を帝都城公園内に持ちこんだ容疑者であり、器き物ぶつ損そん壊かい犯はんとして、治ち療りようされた後、意識が戻って話せる状態になったら、事情聴ちよう取しゆされることだろう。




　救急車を見送った蒼司朗は、現場検証を行う警官たちに退去を命めいじられ、警備員と柳生兄弟に付き添われて封鎖区く域いきの外に出る。

「あらためて見ると、本当にすごい爆発だったんだな」

　何ごとかと慌てて駆けつけた柳生蘭丸は、しみじみと周りを眺め、溜ため息いきを吐つく。

「兄あに貴きも見たことないぐらいだよな」

　公儀隠密候補生である二人でさえ、初めて目にする規き模ぼの爆発だ。現場の状態に、警備員は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になる。

「十年ほど前の、櫛くし灘なだ豹ひよう麿まの事件を思い出します」




　それは帝都を震しん撼かんさせた、無差別爆破事件。

　大勢を死傷させることを目的とする、卑劣で残ざん酷こくな爆弾が用いられた、帝都犯はん罪ざい史し上じよう記録に残る大事件だ。あまりに無残な現場だったので、公儀隠密である柳生家の人間であっても、まだ子供だった柳生蘭丸と藤丸は話に聞くだけで、現場に足を運ぶことを許されなかった。




「あれと似ているんですか!?」

　十年以上経たった今でも、帝都の人々に陰いん惨さんな記憶を残すあの爆弾事件の現場と酷こく似じしていると知って、蒼司朗は心底恐ろしくなる。

　頷いた警備員は、犯人だろう男たちを乗せた救急車の走り去った方角を睨にらんだ。

「誰を狙ったのかはわかりませんが、未遂に終わって本当によかったです」

　爆発で吹き飛んだ場所は、帝の散さん策さくコースのひとつでもあった。




　知らせを聞いて、帝都城外そと堀ぼりのすぐ外で行っていた作業を切りあげ、望もち月づき造ぞう園えんの庭師たちが現場に駆けつけた。吹き飛んだところを急いで補ほ修しゆうしなければ、帝都城公園を利用する者の足元が危あぶないし、観光地としての見み栄ばえも悪い。

「────さすが、奥庭の四神様だな」

　望月造園の庭師の親方で、蒼司朗の伯お父じである望月左さ近こんは、現場を確認して、補修に使う樹木や植物をすぐさま手配した後、爆発で瓦礫だけになった場所を見つめ、しみじみと呟いた。




　身体的には無傷だが、爆弾の爆発に巻きこまれるという希け有うな体験は、精神的に蒼司朗の負ふ担たんとなっているはずだ。妹と同い年の少年を気き遣づかっていた柳生兄弟は、蒼司朗の保護者が到とう着ちやくしたのを見て、ほっとする。

（望月造園の親方が来れば、もう大丈夫だな）

（俺、さっき何の授業受けてたっけ。寝てたから覚えてねー）

　公儀隠密候補生の柳生兄弟は、また何か大事があれば、大学の授業中であろうとも駆けつけることになるので、出席と平常点をできるだけ稼かせいでおいたほうがいい。途中で抜けてきた大学の授業に戻らなくてはいけない。

　封鎖区域の外まで送ってくれた警備員に会釈し、柳生兄弟は望月造園の親方のいるほうに、蒼司朗をそっと連れて行く。




　庭師たちにあれこれと指示を出していた望月左近は、蒼司朗を連れてくる柳生兄弟に、すぐに気づいた。

　左近は柳生兄弟に頭を下げる。

「甥おいがお世話になりました」

　付き添うのはここまででいいと左近に言ってもらえて、柳生兄弟は肩の荷が軽くなる。

「いえ、当然のことですから」

「こんなの、いつものお役目に比くらべたら、全然っすよ」

　柳生兄弟も左近に頭を下げ、そっと蒼司朗の肩を叩く。

「それじゃ、蒼司朗様。僕たちはこれで」

「あんまり飛ばさないでくれよー」

「はい、すみませんでした……！」

　蒼司朗は大きく身体からだを折るようにお辞儀をして、立ち去る柳生兄弟を見送った。




　現場検証を終えた帝都警察の警官たちが出るのと入れ代わりに、ゴミ搬はん出しゆつ用ようトラックと一緒にやってきた清せい掃そう局きよくと道路整備局の職員たちが、大きなゴミ袋を持って封鎖区域に入った。局の職員たちと一緒に、望月造園の作業も始まる。

「よーし！　野や郎ろうども、ゴミ拾って磁じ石しやく引けー！」

「はい！」

　左近に命じられ、ゴミ拾い用の大きな袋とゴミ挟ばさみを持った庭師たちは、長い紐ひもの先に磁石をつけたものを引きずりながら、封鎖区域を歩き回る。庭師たちが瓦礫を拾いながら進むたびに、がちがちと音がして、引きずっている磁石に錆さびた釘くぎや鉄てつ片ぺんがくっついた。

　ここでの作業に当たるのは、望月造園の庭師でもかなり優秀で手て際ぎわのいい者だけだ。放課後、蒼司朗の従い兄と弟こである清きよ志し朗ろうも望月造園の作業に加わっていたはずだが、若手の庭師たちと一緒に、補修に必要な樹木などを取りに行ったようだ。




（何て言おう……）

　作業の邪魔になってはいけないと、緊張しながら蒼司朗は左近に近づく。

「伯父さん……」

「足元よく見て歩け、蒼。怪我すっぞ」

　左近は庭師たちのほうを見たまま、蒼司朗に注意する。

（足元？）

　注意されて、蒼司朗は足元の地面に目をやった。




　蒼司朗の見つけた鞄に仕掛けられていたのは、殺傷効果を狙った悪質な爆弾だった。爆弾が破は裂れつした際に、一緒に仕込んであった釘や鉄片、ガラス片などの鋭えい利りなものが爆風で飛ばされ、恐ろしい勢いで周りの人々に襲いかかるようになっている。この類たぐいの爆弾は、爆発の際に多少離れた場所にいても、巻き添えを食う被ひ害がい者しやが大勢出る。

　広こう範はん囲いに被害が及ばなかったのは、ピヨ四神がそれら、製作者の悪意に塗まみれて飛来するはずだった危険物を、吹き飛ぶ瞬間に狭せまい範囲で囲ったからだ。

　釘や鉄片の類いは、爆風で吹き飛んだ樹木やベンチなどと一緒に、筒つつ状じように囲われた空間の中、一度空高く噴ふき上げられてから、地面へと落下した。爆音を聞きつけた公儀隠密や警備員たちが目もく撃げきした黒い柱は、この噴き上げられた鉄片や瓦礫だ。

　望月造園の作業は、散らばっている瓦礫と危険物を、すべて綺き麗れいに片づけなければ始められない。




（うわー……）

　ピヨ四神に守られて無む造ぞう作さに歩いていた蒼司朗は、自分がどれほど危険なところにいたのか、ようやく理解する。

　警備員や柳生兄弟の足元も危なかったはずだが、公儀隠密としての訓練を積んでいた彼らは、うまく避よけて歩いていたので、蒼司朗にはわからなかったのだ。




「怪我がなくてよかったな、蒼」

　左近は大きな手で、上から押し潰すような勢いで蒼司朗の頭を撫でる。

「うん、守ってもらったからね」

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュピピチュ」

「「（しゅー）」」

　褒ほめてくれとでも言うように、顔を出したピヨ四神が愛あい想そを振りまいたが、霊力のない左近にはピヨ四神の姿は見えず、鳴き声も聞こえない。蒼司朗にくっついているピヨ四神の定位置を覚えている左近は、その辺りに優しい笑えみを向ける。

「奥庭の四神様、ありがとうございます」

　存在を信じ、敬うやまう気持ちは、神様であるピヨ四神を強く存続させる力になる。

「蒼、これで菓か子し買いな」

「え？」

　小こ遣づかいをもらってきょとんとする蒼司朗に、左近は苦笑する。

「奥庭の四神様への供く物もつだよ。たまにはいいだろ。このくらいさせろ」

「あぁ……！」

　なるほどと蒼司朗は笑った。

「ありがとう、伯父さん」
















　いつもあまりに食欲旺おう盛せいなので、食べさせすぎてお腹なかを壊こわしてはいけないと、蒼司朗はピヨ四神の毎日の食事やおやつに気をつけている。だが、蒼司朗だけでなく、爆弾犯である男たちの身も守るという、なかなかの寛かん大だいな措そ置ちを行った今日は、いつも以上に敬ってもいいだろう。




「どんな作業をするのかは、また今度教えてやる。見てねぇで、行ってこい、蒼。大学で勉強あるんだろ？」

「うん」

　今からなら、大学での授業の前に、軽くおやつをとることができる。

　伯父と作業中の庭師たちにお辞儀をして暇いとまを告げ、蒼司朗は帝都大学に向かった。
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　夕飯に差し支つかえないように、ピヨ四し神じんにおやつを食べさせるには、今頃がちょうどいい。まだいくらか余裕があるとはいえ、帝都大学で受ける授業の開始時間を考えると、帝都城公園の外に出て、店に入って飲食したり、何かを買いに行ったりするほどの時間はない。

「大学からあまり離れないようなところで、上手じようずにお菓か子しを買わなきゃな」

　帝都城公園内には、帝都観光の土産みやげ物ものを中心に販売している売店の他に、持ち帰り商品を置いているレストハウスやカフェ、甘かん味み処どころもある。

　来客が楽しく全店制せい覇はできるよう、帝都では暖の簾れん分わけした店や姉し妹まい店てんであっても、その店だけで取り扱あつかう商品を何品か置かなければならないという決まりがある。別の店だと勘かん違ちがいして、立地の近い系列店に入ってしまっても、無む駄だ足あしを踏ふむことにはならない。

（オレがいつもは買わないようなもので、こいつらがまだ食べてないもの……）

　ピヨ四神への頂いただきものは高級品ばかりだが、蒼そう司し朗ろうの買い物は、どうしても庶しよ民みん的てきになる。今日は伯お父じに菓子代をもらったのだから、奮ふん発ぱつして贅ぜい沢たくをしてもいいだろう。

　どこで菓子を買おうかと、蒼司朗は少し早足で歩きながら考える。どこで何を買うかも大事だが。

（食べさせるのは、目立たないような場所だよな）

　どこで食べるかも、重要な考えどころだ。

　霊れい力りよくのない者には、結けつ界かい領りよう域いきの中でなければ、ピヨ四神の姿は見えない。姿が見えていないと、ピヨ四神にお菓子を食べさせている蒼司朗の行動は、何だか異様だ。

　奥庭のお庭番である蒼司朗のことに気づいてくれれば、どうして奇き妙みような行動を取っているのか想像がつくだろうが、制服で帝都学園高等部の生徒だとしかわからなければ、『変な子』がいると思われるだろう。一人芝しば居いのままごとをしているような様子を、何だか気持ち悪いと嫌けん悪おされたなら、一緒にいる奥庭の四神様に悪あく影えい響きようが出るかもしれない。

　神様にこそこそさせたくはないが、蒼司朗の行動が妙みようちきりんに見えないようにするには、人目の少ない場所で、誰にも気づかれないようにピヨ四神におやつを食べさせるほうがいい。

（持ち帰りにして……）

　大喜びでおやつを美お味いしく食べるピヨ四神の姿を想像し、浮かれ気分で歩いていた蒼司朗の頭の上で、ぴっとチビ朱す雀ざくが姿勢を正した。

「ピピッ！」

「え？」

　チビ朱雀に促うながされて顔を右に向けた蒼司朗は、植え込みの向こうの遊歩道でうつ伏ぶせになって倒れている男の人を見つけて、ぎょっとした。

「だ、大丈夫ですか!?」

　慌あわてて蒼司朗は、男の人に駆かけ寄る。

（ひょっとして、さっきの爆ばく発はつで何かあったんじゃ!?）

　ピヨ四神は爆発の被ひ害がいをあの一角だけに留とどめたようだが、万が一、もしもということもあるかもしれない。

　ほとんどの人には大丈夫でも、個人的に駄だ目めなことはある。爆ばく音おんを聞き、心しん臓ぞうが止まるほど驚く人だっている。

　聞こえないはずはなかったが、倒れている男の人は、蒼司朗の声に反応しなかった。駆け寄ってしゃがんだ蒼司朗は、男の人には触ふれずに、出血がないか確認する。うつ伏せているために、表情や顔色はわからないが。

（怪け我がをした様子はない）

　誰だれかと争って倒れたような跡も、どこにも見えなかった。だが外がい傷しようがないからと、安心するわけにはいかない。

「大丈夫ですか!?　しっかりしてください！」

　蒼司朗は男の人の近くで大きな声を出してみたが、やはり反応はない。蒼司朗の声が届く場所に誰かがいたなら、気にして近寄ってくれただろうが、そんな気配はない。

（……誰か呼んできたほうがいいよな）

　目を覚さまさせようと、身体からだに手をかけて揺ゆすることはできるが、男の人の状態によっては危険だ。素人しろうとが手を出すべきではないと、蒼司朗は男の人に触れそうになった手を引っこめ────。

「ミギャ」

「あ、こら！」

　蒼司朗の制服の胸むな元もとから、ぴょんとチビ白びやつ虎こが跳とんで、男の人の背中に乗った。

「キュイキュイ」

「ピッチュチュ」

「「（しゅー）」」

　止める間もなく、他のピヨ四神も男の人へと飛び移った。神様だから、滅めつ多たなことにはならないはずだが。

　肉球パンチや鼻はな面づらプッシュ、手て羽ばチョップと甘あま嚙がみカプカプを後頭部や背中に遠えん慮りよなく繰くりだすピヨ四神に、蒼司朗の顔が思わず引きつる。

「……おい」

　見ず知らずの他人様に、寄ってたかってそんなご無体な。

　しかし、がんがんピヨ四神がいけるということは、男の人は危険な状態ではないのだろう。蒼司朗は少し安あん堵どする。

「あのー、大丈夫ですかー……？」

　乱らん暴ぼうしないであげてと、ピヨ四神を宥なだめて抱だっこし、蒼司朗は男の人の肩かたに手をかける。そっと何度か揺すると、ぴくっと男の人の身体が動いた。

「────ウ……ン」

　小さく唸うなって、男の人は腕うでをつき、ゆっくりと上半身を起こす。

「大丈夫ですか？　救急車を呼んだほうがいいですか？」

　覗のぞきこむようにして、男の人の顔を見た蒼司朗は、びっくりする。

「が、外国人!?」

　黒くろ髪かみだったので、背後から見ただけではわからなかった。欧おう州しゆうの人だろうか。

　よろよろと上半身を起こし、ぺたんと遊歩道に座りこんだ男の人は、横にいた蒼司朗に顔を向ける。

　外国人だというだけでなく、男の人の右目は青、左目は琥こ珀はく色いろだ。体格は大人おとなのように大きいが、表情はどこか幼おさない感じがするので、まだ二は十た歳ちになっていないかもしれない。

　左右の色が違う綺き麗れいな目で見つめられ、何か言わなくてはと蒼司朗は焦あせる。

「あ、えっと、その、っ……！」

　外国語の授業はあるが、学校で勉強している言葉が通じるとは限らない。うろたえる蒼司朗に、男の人は力なく笑った。

「────驚カいて、スマンの」

「は？」

　蒼司朗はぱちぱちと瞬まばたきをする。

（今の……）

　イントネーションは何だか妙だが、外国語ではなかった、ような。

「チョお、寝テまった」

「ミギャ」

　チビ白虎は、円つぶらな瞳ひとみで男の人を見つめたが、男の人の視線がチビ白虎に向かうことはなかった。見えていないらしい。

「こんなところで寝ちゃ駄目ですよ。立てますか？」

「オウ」

　蒼司朗はすぐ近くにあったベンチに男の人を誘い、移動して座る。

「せめて、ベンチを使ってもらわないと」

　お昼寝に公園のベンチを利用する人はいる。

「何があっただろうって、びっくりするし、お財さい布ふを盗ぬすむ泥どろ棒ぼうもいま……」




　ぐーきゅるきゅるきゅるきゅる……！




　大きな腹の虫の音に、蒼司朗は言いかけた言葉を思わず吞のみこみ、男の人は赤くなって笑う。

「巾きん着ちやくは、ノオなった」

（巾着って……財布のことかな？）

　そして、腹ぺこ？

「帝都は、気ィ抜くと恐きようテェの」

「……え、っと、ひょっとして、財布を盗まれたんですか？」

　恐おそる恐おそる訊たずねた蒼司朗の言葉に、ほにゃっと男の人は笑った。

「セヤ、ソレたい」

　男の人の反応は吞のん気きだが、笑いごとではない。

「警けい察さつに行かないと！」

「キュイキュイ！」

「チュピピ」

「「（しゅー）」」

　これは大変だと勢いこむ蒼司朗を見て、男の人は笑う。

「オ上かみには、今け朝さ言ウた。ポロリかもて」

「ぽろり……」




　ナップザックはあるので、盗とられたのではなく、財布だけ落としたのかもしれないと、男の人は考えたらしい。

　盗られた瞬しゆん間かんに気づかなければ、なぜ財布がなくなったのかわからない。はっきりしないので、財布を盗まれたと、被害届を出すことはできなかったのだろう。落としものの財布を届けてくれる人がいたならば、返ってくる可能性もある。




「帝都の人じゃないですよね？　大使館か圏けん屋や敷しきまで送っていきましょうか？」

　帝都は恐いと言うのは、帝都の外から来た者だ。男の人は外国人だが、外国から来たとは限らない。ひょっとすると、よその圏に住んでいる人かもしれない。

　外国から来た人なら大使館、他の圏から来た人なら圏屋敷に行って、困ったことになったのだがと相談するのがいい。

　蒼司朗は親切で言ったのだが、男の人は困った顔になった。

「大使館は、イけん。国こく籍せきナイじゃん」

　男の人はナップザックを開けて、中をごそごそと探さぐる。ナップザックから、ふわりと潮しおの香りがした。




「ミギュギュ？」

「キュウ」

「チュン」

「「（しゅー）」」

　外国人の男の人をもっとよく見ようと、蒼司朗の膝ひざの上に移動したピヨ四神は、嗅かぎ慣れない香りに鼻をひくひくと動かす。

（船で来た人だ）

　長い船旅をした人が同じ匂においを漂ただよわせていたことを、蒼司朗は思い出す。




　男の人はナップザックから、使いこんでよれよれになった旅券を取りだした。

「来年、国籍モラえるベ」

　広げて見せてくれた旅券は、どこの国のものでもない、『難なん民みん旅行証明書』だ。誕たん生じよう日びは『おそらく』で記き載さいしてあり、年と月だけで日にちはない。




　国際規き定ていで、国際結婚した両親の子供や、国籍を持たない難民の子供は、二十歳になる年に自分の国籍を決められることになっている。




（十九歳なのか）

　男の人は、蒼司朗が受けた印いん象しようのままの年齢だった。

「────ハイムエンデ、さん」

　難民旅行証明書に書かれていた名前を呼ぶと、男の人────ハイムエンデは嬉うれしそうに笑った。
















「ハイムで、エエぞな」

「じゃあ、オレのことも、『蒼司朗』で。オレは、望もち月づき蒼司朗です」

　蒼司朗はハイムエンデに名乗る。

「ハイムさん」

「ナンね、蒼司朗」

　機き嫌げんよく返事をしてくれるのは嬉しいが、吞気に構えている事態ではないと蒼司朗は思う。

「あの、これからどうするんですか？」

　ハイムエンデは無む一いち文もんのうえに、大使館を頼ることもできない。

「帝都に誰か、知り合いがいるとか？」

　帝都城公園に来たのは、誰かと待ち合わせていたからだろうか。

　ほんわり微笑ほほえんだまま、ハイムエンデは言った。

「オラせん。帝都来タんも初メてじゃ」

「じゃあ……！」

「アー、気ニせんで。銭ぜにナくすは、ヨォあるちゃ」

　ハイムエンデは、にこにこ笑う。

「ドッカで稼かせガせてもらうきに」

　入国の際に、ハイムエンデは就しゆう労ろう許可を取っていた。難民に対して理解のある雇こ用よう主ぬしは、ハイムエンデに必要なフォローをしてくれるだろう。

「ノ、前ニや」

　ハイムエンデは蒼司朗を真まっ直すぐに見つめて言った。

「ナンか食くダいなゃー」

　空腹で目を回して倒れるほどだったのだ。このまま職探しに行くのは辛つらい。お願い、とハイムエンデは蒼司朗に両手を合わせて頼んだ。

　蒼司朗はちょっと考える。

（オレ、いくら持ってたっけ）

　ピヨ四神におやつを食べさせるようにと、伯父に小こ遣づかいをもらったばかりだが、それを使わなくても、蒼司朗にはいくらか持ち合わせがある。高価でないもののほうが、ハイムエンデは蒼司朗に遠えん慮りよしないですむ。頼られても、年下の子供はこの程度のことしかできないと、思えるぐらいのものでいい。

　そして、倒れるほど空腹なハイムエンデの胃いには、負ふ担たんの軽いものでなければならないだろう。

「じゃあ、少し歩きますけど、そこでお腹なかに優しいものをご馳ち走そうします」

「ダンダン」

　にこっと微笑んだ蒼司朗に、ほっとしてハイムエンデは笑った。笑うハイムエンデを見つめる蒼司朗の心中は複雑だ。

　ハイムエンデは外国語を喋しやべっているのではないことはわかる。蒼司朗の言葉はちゃんと通じている。

（さっきから、ところどころ、何て言ってるのかわからない……）

　たぶん、会話にはなっているだろうと思うのだが。




　蒼司朗がハイムエンデを連つれて行ったのは、帝都大学だ。

　帝都大学構内には、施し設せつを利用する一般の者も入っていい。大きな校門の脇わきには、警備員が二人立っていて、不ふ審しん者しやが入りこまないように厳きびしくチェックしているが、ハイムエンデは帝都城奥庭のお庭番である蒼司朗が連れているので、外国人であっても呼び止められることなく、すんなりと帝都大学に入ることができた。

　物もの珍めずらしそうにきょろきょろしたハイムエンデは、蒼司朗に訊ねる。

「ココ、ナンね？」

「学校。帝都大学です」

「オー……。学校、初メて入ッたぎゃ」

　戦争孤こ児じであるハイムエンデは、学校に通ったことがない。

「誰に言葉を教わったんですか？」

　イントネーションや単語は何だか変だが、ハイムエンデが喋っている言葉は、外国語ではない。

「言葉ハ、船ノ中で覚おぼワいた。船で働クん、イロンナ国の人、オッたぜよ。海ノ向こうの言葉、ギョウサン喋レんで」

「そうなんですか」




　習うより慣れろ。

　学校に通っていないハイムエンデは、外国語の教育を受けていない。だが、旅費を浮かせるために船員として乗りこんだ船で、各国から集まった船員と話しているうちに、ほとんどの国の言葉が話せるようになっていた。




　構内にいくつかある学生食堂のうち、蒼司朗は一番古い食堂に、ハイムエンデを連れて行く。昼食時には混みあう食堂も、夕方前の中ちゆう途と半はん端ぱな時間なので空すいていた。

　図書館は飲食禁止なので、飲みものを横に置きながら勉強したりレポートを書いたりしている者や、クラブ活動や同好会の打ち合わせをしている者、空き時間をのんびり過ごしている者が、ぽつりぽつりと卓たくを埋うめている。

　帝都大学の食堂は、味がいいと評判だが、それよりも学生にとって嬉しいのは。




「ヤしー……！」

　食券売り場の料金表に書かれている価格を見て、ハイムエンデは目を丸くする。

　帝都の巡じゆん回かいバスの乗じよう車しや賃ちんがあれば、麵めん類るいや丼どんぶり物もの、お品書きの中でも安い十数種類の料理がどれでも食べられる。

　びっくりしているハイムエンデに、くすっと蒼司朗は笑う。

「帝都では、ここで食べるのが一番安いです」

　この食堂で働いている職員は公務員であり、ここは学生や研究員、大学関係者が食事するための場所なので、商品を販売して利益をあげなくてもいい。

　地価の高い帝都は平均して物価が高く、観光地価格で物品を販売している店も多いが、ここならばほぼ原価で食事ができる。営業時間が朝七時から夜九時までと長いのも、利用者にとっては嬉しい。

「帝都大学にある食堂全部が、この値段じゃないですけどね」

　同じく帝都大学の構内にあっても、新しくできたお洒しや落れなカフェテリアの商品や、栄養とカロリーの計算された料理、アレルギーのある人も安心して食べられる料理は、原価の高いものを扱うことが多いため、商品価格の平均は、この食堂よりも高い。

（ハイムさんの歳なら、違い和わ感かんないな）

　ちょうど大学に通っている年頃だ。




　席に座って待っていていいと言ったのだが、ハイムエンデは食券を買う蒼司朗を珍しそうに見ながら、とことこと後ろをついてまわって、配はい膳ぜんカウンターで商品を受け取った。

　ハイムエンデにトレイを運ばせることになって、蒼司朗は申し訳なさそうに笑う。

「安いから、ここでは自分で席まで運ばなきゃいけないんです」

「構ワいで」

　これぐらいの手間で安価に食事ができるなら、むしろありがたいと、ハイムエンデは大きく頷うなずく。




　食堂の中央寄りの卓にトレイを置き、ハイムエンデは席に着く。向かいの席に着いた蒼司朗は、卓に積んであった湯飲みを二個取って、お茶を注そそぐ。

「急いで食べると、お腹が痛くなりますから、ゆっくり食べてくださいね」




　ハイムエンデや他の学生から見えない位置────膝の上で、こそっと蒼司朗はピヨ四神にと買ったおやつのドラ焼きをあげていた。

「（また別の日に、伯父さんからもらったお金で、おやつしような）」

「ミギャミギャ」

「キュウキュウ」

「ピピピピピ」

「「（しゅー）」」

　わふわふとドラ焼きに群むらがっているピヨ四神は、たぶん蒼司朗の言葉なんて聞いていない。




「ウめ、ウめなぁー」

　慣れていないらしく箸はしの使い方は変だったが、ハイムエンデは美味しそうにキツネウドンを食べた。










[image: ]




　蒼そう司し朗ろうの忠ちゆう告こくを聞いて、ハイムエンデはゆっくりウドンを食べる。

　蒼司朗の膝ひざの上でおやつを食べ終わったピヨ四し神じんは、お腹なかが一いつ杯ぱいになって眠くなったらしく、蒼司朗の学生服をよじ登り、いつもの場所に戻って眠りだした。




（ハイムさん、大丈夫みたいだな）

　無む一いち文もんだったので仕方なくだが、ハイムエンデは絶食状態にあった。

　長時間食事をしていない状態で、急に食事をすると、休んでいたところにいきなり働かされることになり、胃いが痛くなる。

　食事をしてもハイムエンデの具合が悪くならないことを確かめ、安心した蒼司朗は、食堂の壁かべにかかる時計を見る。

「オレ、この後授業があるから、行きますね。食べ終わったら、向こうのカウンターに食器を持って行ってください。わからなかったら、そのまま置いて行ってもいいです」




　食べ終わった食器を卓に置いて行くと、職員や他の人が片づけなければならないし、空席を探している者に迷めい惑わくだが、時間のない学生や研究員たちの中には、申し訳ないと思いながらも、ときどきそうしてしまう者もいる。

　帝都大学では、講演会のために、外国人が大学に呼ばれることもある。言葉を話すことができても、書かれている文字までは読めない外国人もいる。ハイムエンデはこの食堂を初めて利用した外国人なので、食べ終わった食器を置いて席を立っても、仕方ないなと見み逃のがしてもらえるだろう。




「校門まで、そんなに離れていませんから、一人で行けますよね？　学長先生の銅どう像ぞうのところで曲まがるんです」

　食堂前の小道を、銅像のほうに向かって歩き、そこで曲がって見通しのいい広い道に出れば、校門が見える。

「覚エちゅうよ。学校ノ外に行ケるベ」

　言いながら、ハイムエンデはポケットをまさぐる。

「コノ学校はドコんなる？」

　よれよれの観光地図が取りだされるのを見た蒼司朗は苦笑する。船がこの国に着く前から、ハイムエンデはその観光地図を持っていたのだろう。

「観光案内所で、新しいのをもらえばよかったのに」

　横よこ濱はま港こうの観光案内所にも、帝都の観光地図が置いてある。

「コレは、ワを拾ッてクダっしゃった先生ノじゃった」

　破かないよう丁てい寧ねいにハイムエンデが広げたのは、五十年前に発行された帝都の古い観光地図だった。端はしが擦すり切れた古い観光地図には、アルファベットに似た角張った記号の書きこみがたくさんあった。ハイムエンデが過去形で話したということは────。

（形見なんだ……）

　その地図の持ち主ぬしは、もうこの世にいない。




　そっと蒼司朗は胸むな元もとに手を当て、制服の下にあって見えない、首飾りの『緑の石』の感かん触しよくを確かめる。『緑の石』は望もち月づき家けの家宝だが、これが特別な価値のない石だったとしても、蒼司朗は今と同じように大切にした。

　他人から見れば古くて汚きたならしい地図でも、ハイムエンデにはきっと、最新のどんな地図よりも大切なものなのだろう。




「コレじゃワヤけの？　新あたらイの、貰もろゥたがエエか？」

　古くて、今では役に立たないものかと訊たずねられ、蒼司朗は地図をよく見る。

「えーっと……」

　年代物の観光地図は、旧字体で書かれていた。旧字体を目にして、反はん射しや的てきに身構えてしまった蒼司朗は、すぐに肩かたに入った力を抜く。よく知っている地名ばかりなので、旧字体でも難なく読める。

（……今でも使えないことはないな）

　帝都はできてから千四百年経たとうかという歴史のある都みやこだが、計画的に市街地が造られたので、都としての形は変わっていない。

「いくつか違うところもあるみたいですけど、大丈夫。使えますよ」

「オオきに」

　一いつ瞬しゆん硬かたい表情になった蒼司朗を見て、緊きん張ちようしたハイムエンデは、ほっと安心する。

「帝都タワーとか、ハイムさんの持っている地図が書かれた後に、新しくできたものもありますから、観光案内所の近くを通ったら、新しい観光地図ももらっておけばいいですよ」

　ハイムエンデが自分で二つの観光地図を見み比くらべれば、安心できるだろう。

「ここに書かれている文字は、前に使われていた難しいほうの文字なんです。これとまったく同じじゃなくても、形が似てたら、今の文字になってるって思ってください」

　蒼司朗は帝都城公園北西部に表記されている帝都大学を指さす。

「今いる場所が、ここ。────オレとハイムさんが会ったのはここ」

　これだけの距離を移動したのだと、蒼司朗は指をさして教える。地図を見つめ、ふむふむとハイムエンデは何度も頷うなずいた。

「合が点てんシた」

　ハイムエンデは蒼司朗よりもずっと旅慣れている感じがするので、帝都を一人歩きしても心配ないだろう。

「困ったことがあったら、警察の人や警けい備びの人だけじゃなく、帝都城公園の売店の人にも話を聞いてもらえばいいですよ。皆、親切にしてくれますから」

　警察を頼るのは何だか緊張するし、物々しいが、売店の店員なら、まだ気軽に声をかけられるはずだ。帝都城公園の売店の店員は、皆みな、公こう儀ぎ隠おん密みつなので、困っている外国人に相談されたなら、便べん宜ぎを図はかってくれるだろう。

（もしも野宿とか考えてても、見つけて保ほ護ごされるだろうから心配ないよな）

　決まった時間で門が閉められてしまう帝都城公園では、野宿することはできない。夜間にハイムエンデのような外国人が住宅街を歩いていると目立つので、住民から通報されて警官に職務質問されるだろう。

　見つからないよう、警官から身を隠かくして他の公園で野宿しようとしても、一般帝都民の通りすがりを装よそおって帝都を巡じゆん回かいしている公儀隠密の目は逃れられない。

　財さい布ふをなくした外国人がいるという連絡を受けていて、ハイムエンデに行くあてがないとわかれば、保護してもらえる。




「それじゃ」

「勉強、キバってな」

　蒼司朗はハイムエンデを残して卓を離れた。自分が使った湯飲みをひとつ持って食器返へん却きやく口ぐちへ行き、それをカウンターに置く。

　出口の扉とびらのところで振り返った蒼司朗に、にっこり笑ったハイムエンデが、ちゅるるとウドンを啜すすりながら手を振った。

　使い終わった食器をどこにどうするのか、蒼司朗の行動を見ていたようだ。

（しっかりした人みたいだな）

　人当たりが柔やわらかく、おっとりのんびりしているが、ハイムエンデは生活力があって逞たくましい。

　ハイムエンデに会え釈しやくして、蒼司朗は学生食堂を出た。




「────急がないと」

　たっぷり余裕があったはずなのに、予定外のことが続いて、思いのほか時間を食ってしまった。枝えだ打うち斧おのを握にぎり直し、蒼司朗は鞄かばんをしっかり持つ。

「ビャク、セイ、スー、ゲン、ニョロ、ちょっと走るよ。落ちるなよー」

「……ミギュ」

「キュウ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

　小さい声で返事があったので、蒼司朗は教室に向かって走った。

　いつものように、蒼司朗は教室に急ぐ。教室のある棟とうへと走っていく蒼司朗を何度か見かけている者たちは、微笑ほほえんで見送った。




　食堂を出る蒼司朗を見送って、ハイムエンデは幸せそうに微笑む。

「帝都ハ、エエ子のオルとこたい」

　親切な子供に食事をたかったハイムエンデは、まさかこんなに安価で食事ができる場所を教えてもらえるとは思っていなかった。これは、とてもお得な情報だが。

（家で食べさせてくれるかなーと思ったのになぁ）

　子供なら、自分の小こ遣づかいを使わず、親に頼ることが多い。家に連れて行ってくれたなら、そこで今日の宿も何とかなるかもしれないと、自分に都つ合ごうのいい甘いことを考えたのだが、ちょっとあてが外はずれた。

　ウドンの汁をゆっくり味わって、ハイムエンデは卓に広げたままだった観光地図に目をやる。

（あと二カ所）

　食事を終えたら、まずそちらを回ることにしよう。




　教室のある棟に着いた蒼司朗は、階段を上がって廊ろう下かを進む。

「────ピ」

「え？」

「────蒼司朗クン」

　頭の上のチビ朱す雀ざくが寝ね惚ぼけた声で鳴き、背後から呼ばれた蒼司朗は、目的の教室から二つ手前の教室の前で足を止め、振り返った。

「蔵くら田た先輩、芙ふ蓉よう先輩。こんにちは」

　廊下にいた蔵田実さね親ちかと芙蓉薫かおる子こに、蒼司朗はお辞じ儀ぎをする。

　帝都大学生である二人と大学構内で会うことは、不ふ思し議ぎなことでもなんでもないが、こんなふうに待っていたらしい二人に呼び止められるのは、初めてだ。




「ミギャギャギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュピピピピピ」

「「（しゅー）」」

　ついさっきまで眠っていたくせに、綺き麗れいなお姉さんが大好きなピヨ四神は顔を出し、目をキラキラさせて愛あい想そを振りまく。

　芙蓉薫子は、元気のいいピヨ四神に、にっこり微笑む。

「ごきげんよう、奥庭の四神様」

「うーん、僕はガン無視だねー」

　ピヨ四神に相手にされない蔵田実親は、ぽっと頰ほおを染そめ、嬉うれしそうだ。




「お二人揃そろって……、どうかしましたか？」

　何か緊急な事態があったのなら、公儀隠密で四神の戦士や蒼司朗の連絡係をしている柳生やぎゆう真ま純すみが、話を伝えに来てくれるはずだ。四神の戦士である二人が、蒼司朗のところに直接来るなんて────。

　緊張する蒼司朗の様子を見て、芙蓉薫子と蔵田実親は笑う。

「いえ、ちょっと小耳に挟はさんだことがあったものだから」

「芙蓉クンは、大学でも人気があるからね。情報が集まってくるんだよ。さっきは大変だったね。爆ばく弾だん事件に巻まきこまれたんだって？　大丈夫かい？」

　どこにも怪け我がをしていないか、確かめるように見つめられて、蒼司朗は表情を寛くつろげる。

「はい、大丈夫です。奥庭の四神様に守っていただきましたから」

「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュッピチュン」

「「（しゅー）」」

　褒ほめて、と言わんばかりのピヨ四神に、芙蓉薫子は艶あでやかに微笑む。

「ありがとうございます、四神様」

「よかったね、蒼司朗クン」

　美女の芙蓉薫子のように笑顔に魅み力りよくを感じてもらえない蔵田実親は、ピヨ四神に向かって霊れい力りよくのキラキラを五つ飛ばした。

　蔵田実親にも関心を向けたピヨ四神は、口を開け、飛んでくるキラキラを、ぱくんと食べた。うまうま。

「ご心配をおかけしまして、すみません」

　恐きよう縮しゆくする蒼司朗に、蔵田実親は笑う。

「いやいや。蒼司朗クンは、僕らの大切な『奥庭のお庭番』様だからね」

　にこやかに言い放たれたものの、蔵田実親の言葉は毒どくを含ふくんでいる。

（オレは『奥庭のお庭番』だから）

　そうでなければ、帝都の有名人であるこの二人に、気にかけてもらえるはずがない。

　わかっていても揺ゆれた、蒼司朗の心を、芙蓉薫子は感じる。

「────実親さん」

「蒼司朗クンって、イジメがいがあるよね」

　エセ爽さわやかに笑って、蔵田実親は蒼司朗を見つめる。

「さっき、蒼司朗クンと一緒に食堂にいたのは、誰だい？　外国の人みたいだと聞いたけど」

「大学には、蒼司朗くんが連れてきたんですってね。望ぼう威いくんたちの知り合いの方かしら？」

「ウドンを奢おごってあげたんだって？　あの食堂のは、安くていい」

「あら、美お味いしいからよね？」

　蔵田実親の言い方は身も蓋ふたもないが、芙蓉薫子は聞こえのいいように言ってくれる。

　訊ねられて、二人が教室の前で待っていたのは、これだったのかと蒼司朗は理解した。




　見たこともない外国人らしい男性を連れて、蒼司朗が帝都大学に来た。食堂でウドンを奢っていたと、芙蓉薫子と蔵田実親に知らせた者がいたのだろう。

　ハイムエンデに会う前に一緒にいた、柳生蘭らん丸まると藤ふじ丸まるは帝都大学生だ。公儀隠密である校門の警備員や食堂の職員が知らせたなら、蒼司朗と顔見知りである柳生兄妹を通して探さぐりを入れてくるだろうから、二人に教えたのは、公儀隠密の柳生一族以外の一般生徒かもしれない。




「あの人は、ハイムエンデさんって名前で、望威の知り合いじゃないみたいです。帝都には初めて来た、知り合いはいないって言ってましたから。お財布をなくして、お腹を空すかせて倒れていたのを、帝都城公園で見つけたんです」

「は？」

「まあ」

　蒼司朗の言葉を聞き、蔵田実親はきょとんとし、芙蓉薫子は目を丸くする。

「お困りだったでしょう。警察には届けたの？」

「なくなった財布は、盗ぬすまれたのか落としたのかわからないから、今け朝さ、落としもので届けを出したって言ってました」

　ハイムエンデに言われるままを蒼司朗は信じただろうが、蔵田実親は甘くない。

「その人の荷物は確かめたのかい？」

　本当は財布を持っていて、なくしたと噓うそをついたのではないだろうか。

「え……？」

　そんなことを考えてもみなかった蒼司朗は、ぽかんとした。

　疑うたぐり深い蔵田実親に、芙蓉薫子は小さく息を吐はく。

「実親さん、奥庭の四神様が、そんな噓を見破れないはずはないでしょう？」

「ミギュン」

「キュオ」

「チュピチュピ」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗にはピヨ四神がついている。蒼司朗に噓をつく者がいたならば、それを許しておくはずがない。わかっていて言った蔵田実親は、笑いながら肩かたを竦すくめた。

　蒼司朗は、守られている自覚に乏とぼしい。

「……え、っと、すみません……」

「それで、食堂でご馳ち走そうしたのね」

「ウドンというのは賢かしこいな」

　空すきっ腹にも、金額的にも。




　外国人だから、何か悪いことを企たくらんでいるかもと疑ってかかるわけではないが、かかわるのは最低限のところで留とどめておいたほうが無ぶ難なんだ。

　就しゆう学がくのため、帝都には良家の子し息そくが集まる。自由に使えるお金をたくさん持っていると見せないほうがいいし、あの値段なら、相手も遠えん慮りよなくご馳走になれる。




「ハイムエンデさんは旅慣れた感じの人でした。財布をなくすことはよくある、どこかで稼かせぐって言ってました。大丈夫みたいです」

「ふうん……」

「しっかりしてらっしゃるのね」




　チャイムが鳴った。




「すみません、オレ……」

　校舎棟を繫つなぐ渡り廊下に教授の姿が見えて、落ち着かなくなった蒼司朗へと、蔵田実親は頷く。ハイムエンデについてまだ知っていることがあるなら、もう少し話を聞きたいところだが、蒼司朗が帝都大学にいるのは、授業を受けるためだ。

「遅ち刻こくしないよう、教室に入りたまえ」

「またね、蒼司朗くん。ごきげんよう、奥庭の四神様」

「ミギャン」

「キュイキュイ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　別れを告つげる芙蓉薫子に、ピヨ四神はまだ遊んでほしそうだったが、そういうわけにはいかない。

「失礼します」

　蒼司朗は二人に向かって大きくお辞儀をして急ぎ足で教室に向かうと、後ろの扉を開け、前の扉を開けた教授と同じタイミングで教室に入った。
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　蒼そう司し朗ろうが入っていった教室の扉とびらが閉まるのを見届けて、蔵くら田た実さね親ちかと芙ふ蓉よう薫かおる子こはその場を離れる。蒼司朗は授業があるが、二人は空あき時間だ。

「ハイムエンデさんは、まだ食堂にいるかしら」

「いるんじゃないかな。校門の警けい備びの人からの式は来てないよ」

　蒼司朗が外国人を連つれて帝都大学に来たと聞いた蔵田実親は、すぐさま連絡用の式を校門の警備員に送っていた。ハイムエンデが帝都大学の外に出たのなら、警備員からそれを伝える式が来るはずだ。




　教室棟とうを出た蔵田実親と芙蓉薫子は、学生食堂に向かう。




　由ゆい緒しよ正しい四し神じん神社の子女であり、四神の戦士である蔵田実親と芙蓉薫子は、帝都の有名人だ。彼らに憧あこがれて、近くで姿を見たい、話をしたいと思う者は老ろう若にやく男なん女によを問わず大勢いる。だが声せい援えんを送ったり、姿を見つめてもいいのは、神社で仕事をしているときや、行事などのときに限られる。

　若様同様、四神の戦士に対しても、じろじろと凝ぎよう視ししたり、声をかけたり、つきまとったりしてはいけないという暗あん黙もくのルールがある。ルール違い反はんをしようとする者は、密ひそかに四神の戦士を警けい護ごしている公こう儀ぎ隠おん密みつの手によって、速すみやかに処理される。




　二人が食堂に来ることによって学生が騒さわいだりすれば、何かあったか誰だれか来たのだろうかと、その場の者は好奇心に駆かられるか警けい戒かいする。

　だが、そっと見守るのが皆みなのお約束になっている蔵田実親と芙蓉薫子の場合、騒がれることはない。周りの者たちが騒がなければ、二人が食堂に入るまで、ハイムエンデは気づかないはずだ。逃にげたり隠かくれたりすることはないだろう。




　擦すれ違う際に静かにお辞じ儀ぎをする学生や大学関係者に会え釈しやくを返し、蔵田実親と芙蓉薫子は学生食堂に入る。

「……黒くろ髪かみの外国人ということだったな」

　背中を向けられていた場合、外国人だとはわからないそうだ。ちょうど大学生の年ねん齢れいで、背せ格かつ好こうも同じくらいなので、この大学の学生に紛まぎれてしまうだろう。

　二人は注意して、学生食堂を見回したのだが、それらしい男性はいない。

「ウドンって、食べるのにそんなに時間のかかるものではないものね」

　空からっぽだった胃いを驚かさないように、ゆっくり食べたとしても、食事にかかる時間は知れている。食べ終えて、食堂を出てしまったか。




　どの卓たくにも、空の食器は残っていなかったので、蔵田実親と芙蓉薫子は食器の返へん却きやくカウンターに向かう。

「すみません、ちょっと伺うかがいたいんですが。ここでウドンを食べた外国人の男の人は、いつごろ食器を返しに来ましたか？」

「まだそれほど時間が経たっていないと思うのですけど」

　二人は洗い場にいた職員の男性に声をかけた。作業の手を止めて振り向いた職員の男性は、声をかけたのが四神の戦士の蔵田実親と芙蓉薫子だとわかると、お辞儀をし、返却カウンターのほうに歩み寄る。

「ウドンを食べた外国人の男の人、ですか？　さぁ、いつだったでしょう」

　職員には、心当たりがないらしい。

「失礼ですが、ここでずっとお仕事をされていたのですか？」

　交代時間の後とか、洗い場に来て作業を始めたばかりなのだろうか。訊たずねた蔵田実親に、職員は答える。

「二時間前からここにいます。ウドンは、二時間ぐらい前に注文があったのが最後じゃないかな」

　確認するように職員が調理場のほうに顔を向けると、会話を聞いていた調理場の職員が頷うなずいた。

「二時間前ぐらいに天ぷらウドンを出したのが最後ですよ」




「え……？」

　蔵田実親と芙蓉薫子は顔を見合わせる。

（二時間前が最後のはずはない）

　十分ほど前、蒼司朗はハイムエンデに、ウドンをご馳ち走そうしている。

（確か、キツネウドンって聞いたわ）

　怪け訝げんに思う二人の横に、荷物をまとめて席を立った男子学生が、コーヒーのカップを返却に来た。

「おじさん、忘れちゃったのかい？　外国人の男なら、ついさっき来たじゃないか。ほら、その丼どんぶり持って」

　返却カウンターが見える席にいた学生は、外国人の男性を見たらしい。学生に指さされ、洗い場の職員は、あれ？　という顔になった。

　シンクにはカップや湯飲みの他に、丼がひとつある。

「……ウドンの丼だ」




　汁しる麵めんのメニューでも、ウドン、ソバ、ラーメンは丼で区別できるようになっている。汁麵の丼は、親おや子こ丼どんなどのご飯物に使われている丼とも違う。

　洗い場の職員のすぐ目の前、水を張ったシンクには、返却カウンターに置かれた食器が入れられ、洗われる。今、シンクにあるのはウドンの丼で、ついさっき返却されたから、ここにあるのだ。二時間も前の汚よごれた食器は、とうに洗われて、片づけられている。




「何でこんなもの……」

　洗い場の職員は、作業をしていたはずなのに、ウドンの丼を見てもどうにも納なつ得とくできない様子だ。




（あの丼は、今まさにこの人が洗おうとしていたやつじゃないか）

（何かおかしいわね）

　蔵田実親と芙蓉薫子は、食堂の職員が皆で、口裏を合わせようとしているのかと警戒したが、どうもそうではないようだ。洗い場の職員は、しきりに首を傾かしげているし、調理場の職員も怪訝な顔をしている。




　コーヒーのカップを返しに来た学生は、苦笑する。

「ほら、何か変な訛なまりのある言葉でさ、『この食堂で仕事できないか』って、訊きいてたじゃん。おじさん、ここではバイトの募ぼ集しゆうはしないって答えてたし」




　稼かせいだ金で食費もやりくりしなければならない者にとって、飲食店での仕事は賄まかないで食事ができるので、その分の食費が浮き、とてもお得だ。

　帝都大学の学生食堂の職員は公務員だ。公務員試験を受けなければ就しゆう職しよくできない。短期のアルバイトを募集することもあるが、公募は広報で行い、直接職場から募集をかけることはない。ここでアルバイトをしたいと言われても、雇やとうことはできない。




「……あぁ、そういえば、そんな話をしたような気がする……」

　洗い場の職員は、ぼんやりした目で天てん井じようを見上げる。




「望もち月づき蒼司朗くんと一緒に、この食堂に来た人だよね。その外国人の男って」

　コーヒーのカップを返しに来た学生は、ハイムエンデが蒼司朗と食堂に来たときから見ていたらしい。

「ええ。その人は、ついさっき食器を返して、食堂を出て行かれましたの？」

　小首を傾げた芙蓉薫子に見つめられ、学生は照れ笑いをする。

「うん、ホント、ついさっき。芙蓉さんたちと入れ替わりって感じだよ。入ってくるときに、擦すれ違わなかったかな？」

　言われて、芙蓉薫子と蔵田実親はぎくりとする。




　この食堂の出入り口は、大きな両開きの扉の一カ所だけだ。大きく開かれたままになっている、同じ扉を通ったというのか。




（入れ違いなんて、そんな……）

（いや、僕は誰も見なかった）

　擦れ違うかもしれないほどだったのなら、ちらりと姿くらい見かけてもおかしくはない。しかし、蔵田実親と芙蓉薫子は出入り口で誰とも擦れ違わなかったし、学生食堂の前の道を歩いているハイムエンデの姿を見かけることもなかった。

「教えてくださって、ありがとうございます」

　芙蓉薫子と蔵田実親は学生にお辞儀をし、洗い場の職員に向かってもお辞儀をして、学生食堂の外に向かう。




「何か変よ……！」

「校門に急ごう」

　釈しやく然ぜんとしないものを抱かかえたまま、芙蓉薫子と蔵田実親は帝都大学の校門に向かう。




　帝都大学の校門には、外と内に二人ずつ、警備員が常じよう駐ちゆうしている。警備員室も校門のすぐ近くにあり、不ふ審しん者しやが構こう内ないに入りこまないよう、目を光らせている。

　蔵田実親からの式を受け取った警備員は、式で送られてきた事こと柄がらを全員に知らせていた。校門の内側に立っていた警備員たちと、警備員室に常駐していた警備員は、近づいてきた二人に気づき、敬けい礼れいする。

　会釈して警備員室の前を通りすぎ、蔵田実親と芙蓉薫子は校門を出入りする者の邪じや魔まをしないよう、警備員の一人に近い門の内側、塀へいに身を寄せる位置に立つ。

「外国人の男性は、帝都大学から出られましたか？」

　蔵田実親に訊ねられ、警備員は答える。

「いいえ、出ていません」

（まだ構内にいるのか）

（食堂では出入りのタイミングがずれて、見かけなかったのね）

　自分たちとは別方向に移動したのかと、ほっとしかけた蔵田実親と芙蓉薫子に、警備員は言う。




「お伺いしていた特とく徴ちようの外国人の男性は、まだ帝都大学にいらしていないようです」




　思ってもいないことを言われ、蔵田実親と芙蓉薫子はぎょっとする。

「ちょ、ちょっと待ってください……！」

「蒼司朗くんと一緒に、この門を通ったはずなのだけど」

　芙蓉薫子の言葉を聞いて、警備員は眉まゆを顰ひそめる。

「蒼司朗様は、お一人で登校されましたが」

　確認するように視線を送ると、門の内側にいたもう一人の警備員も、蔵田実親と芙蓉薫子に頷く。




（ありえない）

（おかしいわ）

　見たこともない外国人の男性と蒼司朗が一緒にいるところを、何人もの学生が目もく撃げきしている。ご存じですかと、蔵田実親と芙蓉薫子に教えてくれた学生は複数いたし、二人は直接蒼司朗に会って確かめた。
















　食堂の職員は、ウドンの丼が目の前にあっても、指し摘てきされるまでそれを認識できず、ハイムエンデと会話をしたことも忘れていた。

　そして、蔵田実親と芙蓉薫子は、学生食堂の出入り口の辺りでハイムエンデとニアミスしているはずなのに、その姿を見ていない。




　怪訝な顔になった警備員に、芙蓉薫子はにっこりと微笑ほほえむ。

「何か勘かん違ちがいをしたのかしら。お騒がせしてごめんなさい。お知らせした特徴の、外国人の男の人が来られたら、教えてくださいね」

　不ふ穏おんな空気は、麗うるわしい芙蓉薫子の笑顔で一瞬にして消えた。警備員たちはほっとする。

「はい、すぐにお知らせします」




　よろしくと警備員に頼んで、蔵田実親と芙蓉薫子は帝都大学を出る。

「────化ばかされているのは、僕たちも、だったね」

「悪い夢を見ているような気分だわ」

　四神の戦士の様子がおかしいと、皆を不安にさせるし、どうしたのだろうと警備員や公儀隠密が警戒する。内心まったく穏おだやかではないが、いつもと同じ表情で、二人は帝都神社に向かう。

　外国人の青年を中心に、奇き妙みようなことが起こっている。

「真ま純すみちゃんか誰かのカメラに写ってないかしら」

　写真があれば、ハイムエンデというのはこんな男だと説明しやすい。

　写真担たん当とうの公儀隠密が近くにいないかと、視線を動かす芙蓉薫子に、くすっと蔵田実親は笑う。

「うん。写っているかもしれないね。だけど、写っていても、『見えなければ』どうにもならないよ」

　写真に撮とっていても、それを見る者が認識できなければ、存在しないのと同じだ。直接見えなかったものが、写真の中でなら見えるという保証はない。




　先に式を飛ばし、帝都神社に行った蔵田実親と芙蓉薫子は、小お此この木ぎ神官長を訪たずねた。

　小此木神官長から連絡を受けていた神官は、二人を待たせることなく、神官長の執しつ務む室しつに案内した。




「やあ。こんにちは」

　小此木神官長は仕事の都つ合ごうをつけ、座ざ敷しきでお茶を点たてながら蔵田実親と芙蓉薫子を待っていた。

　四神の戦士が急用で小此木神官長と話をすることは、滅めつ多たにない。人払いされた座敷に入った蔵田実親と芙蓉薫子は、支し度たくされていた席に着く。

「どうぞ」

　小此木神官長は、二人にお茶を出す。まずは落ち着くよう促うながされ、蔵田実親と芙蓉薫子はお茶を飲んだ。




「────で、どうしました？」




　一息つくのを待って小此木神官長に訊ねられ、蔵田実親は口を開く。

「蒼司朗クンが外国人の青年を連れて、帝都大学に来ました」

「望ぼう威いくんたちの知り合いの方ですか？」




　外国人と蒼司朗と聞いて、連想するのは砂の国から来た留学生の望威だ。

　小此木神官長のこの反応は、帝都大学で一般生徒から噂うわさ話ばなしを聞いたときの、蔵田実親と芙蓉薫子と同じだ。

（公儀隠密から、連絡が入っていない）

（わたしたちと同じね）

　帝都城奥庭のお庭番である蒼司朗の行動は、変わったことがあれば些さ細さいなものであっても、小此木神官長に報告される。報告されていないのは、公儀隠密がそれを見かけていないからだ。

　何気なく問い返してから、小此木神官長もその事実に気づき、眉を顰める。




「蒼司朗くんは、帝都城公園でその外国人の方が倒れていたのを助けたそうですわ。お財さい布ふをなくされて、お腹なかを空すかせていたので、授業に出る前に帝都大学の食堂でキツネウドンを食べさせてあげたのですって」

　芙蓉薫子に教えられ、ふむと小此木神官長は考える。

「……ついさっきのことですね。爆ばく発はつ事件の後」




　帝都城公園は帝都でもっとも有名な観かん光こう地ちであり、大勢の観光客が訪れる場所なので、早急に作業して復旧しなければならない。野や次じ馬うまが集まったり、作業場所に立ち入らないよう、気を配くばったり監かん視ししたりと、忙いそがしいのはわかるが。




「蒼司朗くんが『倒れていた外国人』を発見、したんですか」

　その男性は、いつから倒れていたのだろう。倒れている人がいたならば、巡じゆん回かいの警備員や公儀隠密たちに、見つからないはずがない。




　外国人の場合、犯罪を行うために入国する者もいるので、注意しなければならないが、それだけではなく、マナーや習しゆう慣かんの違いや、何か困ったことが起こったらすぐに対たい処しよできるよう、警備員や公儀隠密たちにさりげなく気を配られている。

　観光ガイドがついていない、一人歩きの外国人なら、こっそりと監視の目が光っているはずだ。倒れたまま放置されていたなんて、ありえない。




「一般生徒は、帝都大学に来たその外国人の姿を見ています。ですが、警備員は蒼司朗クンが一人で大学に来たと言っています」

「ウドンを調理して出して、食べ終わった後の食器を片づけていた食堂の職員は、そんな客は来ていない、ウドンの注文はなかったと仰おつしやいますの」

「僕たちも、もしかするとその外国人と擦れ違っていたかもしれません」




　話を聞くうちに、小此木神官長の表情はどんどん険けわしくなっていく。

　蒼司朗にはピヨ四神がついているので、滅多なことにはならないだろうが、このままにしていていいものではない。




「わかりました。調査しなくてはいけませんね」

　小此木神官長は静かに立ち上がった。
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　帝都城公園に入るには、まず外そと堀ぼりにかかる橋を渡らなければならない。橋を渡り、その先にある門を通って、来園者は帝都城公園に入れる。

　門には警けい備び員いんが常じよう駐ちゆうしていて、来園者全員をチェックし、警けい戒かいしなければならない不ふ審しん者しやや、注意して様子を見たほうがいい者がいた場合、帝都城公園を巡じゆん回かいする警備員や公こう儀ぎ隠おん密みつに逐ちく一いち知らせている。

　観光ガイドなしで外国人の青年が帝都城公園に来たなら、このような人物が来園したと、報告があるはずなのだが、外堀の門でハイムエンデを見かけた警備員は誰だれもいなかった。帝都城公園内にいた他の警備員や公儀隠密、公儀隠密候補生も、誰一人としてハイムエンデを見かけていない。




「横よこ濱はまの入国管理室に問い合わせたところ、確かに『ハイムエンデ』という名前の男性の記き録ろくがありました」

　香か永なが和わ圏けんに使いに出ていた津つ本もと神官は、帝都神社から連絡をもらって、急ぎ、横濱まで足を延ばし、調査して帰ってきた。社しや務む所しよの奥で休きゆう憩けいする小お此この木ぎ神官長を見つけた津本神官は、新しん庄じよう神官を呼んでもらって報告する。

「ハイムエンデ氏は北ほく欧おう戦争の戦争孤こ児じで、難なん民みん旅行証明書を所持しています」

　事務処理を専門とする津本神官は、銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねを神経質そうな手つきで直す。

「船で働きながら、世界中を移動し、どこかに定住した記録はありません。年ねん齢れいは十九歳、黒くろ髪かみで、右目は青、左目は琥こ珀はく色いろ」

「目の色って、両方同じではないんですか」

　津本神官と新庄神官の前にお茶を出しながら、鈴すず宮みや神官は驚く。想像できないらしい鈴宮神官を見て、くすっと小此木神官長は笑った。

「そういう左右色違いの目をしている猫ねこがいましたね」

「癖くせの悪い、厄やつ介かいな野の良ら猫ねこでは困ります」

　小此木神官長は吞のん気きなことを言っているが、津本神官の表情は険けわしい。話を脱だつ線せんさせてしまった鈴宮神官は、小さくなりながら部屋の隅すみに寄る。

「帝都を外から警けい護ごしている公儀隠密のすべてに連絡を取って確認してきましたが、ハイムエンデ氏を見かけた者は一人もいませんでした。ですが……」

　眉まゆを顰ひそめる津本神官に、小此木神官長は続ける。

「公儀隠密以外の者は、ハイムエンデくんを見かけている？」

「……はい。帝都に出入りできる場所周辺に住んでいる者に聞き込み調査を行ってみたところ、多くの者がハイムエンデ氏を見かけていました」

「目の色が変わっている外国人ですからね。記き憶おくにも残るでしょう」

　うんうんと小此木神官長は頷うなずく。

　特とく徴ちようがあれば、覚えている人が多くても、不思議はない。

「財さい布ふをなくして、警けい察さつに届けたというのも、本当でした。ただ、記録は残っているものの、担たん当とうした警官はそれを覚えていません。残っている書類を見て、他の警官に言われても、どこかぼんやりした反応を返すばかりです」

「薫かおる子こ様と実さね親ちか様が仰おつしやっていた、帝都大学の学生食堂の職員の反応と同じか」

「まるで記憶を消されてしまったようですね」

　新庄神官に続けて、ぽろりと言った鈴宮神官は、一いつ斉せいに注目されて赤くなる。

「す、すみません……！　軽々しくこんなこと……」

「いえ。まったくそのとおりです」

　津本神官は肯こう定ていし、ふむと小此木神官長は考える。

「帝都を守しゆ護ごする者を対象とした『記憶消去』か。厄介ですね」

　そしてそれは、必要に応じて使い分けがなされているのか。




　帝都城公園にいた警官や公儀隠密、帝都大学の警備員は、ハイムエンデを認識できなかった。帝都に入りこむ不審者をチェックしている、道路や駅の警備員もだ。

　会話し応対した、交番の警官や帝都大学の学生食堂の職員は、ハイムエンデと別れた直後に、その記憶をなくしている。

　なくした記憶は、都つ合ごうのいいことに、ハイムエンデがいなければなかっただろう丼どんぶりや湯飲みの洗いものについては、不審に思わないよう調整がかかっている。




「触さわったり、ぶつかったりしていても、わからないかもしれませんよ」

　小此木神官長は肩かたを竦すくめる。津本神官は溜ため息いきを吐ついた。

「認識するのは、脳のうですからね」




　目の前で見ていても、ぶつかっても、脳でそれを認識できなければ、見えないし、ぶつかったことにはならない。そこには誰もいないし、何もなかったことになる。記憶を修正されてしまうと、会話をしても覚えていないし、ハイムエンデが残していったものがあっても、不審に感じない。




　どうしたものかと考えて、あれ？　と鈴宮神官は思い出す。

「どうして蒼そう司し朗ろう様には、ハイムエンデさんが見えたんでしょう？　奥庭の四し神じん様がご一緒だったからでしょうか？」

「玄げん武ぶの戦士の実親様と朱す雀ざくの戦士の薫子様は、ハイムエンデ氏が見えなかったかもしれないと仰っていたそうですね」

　実際、二人には見えなかったし、その瞬しゆん間かんを他の学生も見ていなかったのだから、学生食堂の出入り口で本当にニアミスしていたのかはわからない。

　鈴宮神官と津本神官に言われて、小此木神官長は腕うで組ぐみをし、天てん井じようを見上げて考える。

「おそらく────、警備員や公儀隠密、神官は、帝都を徘はい徊かいする怪あやしい者すべてを警戒するので、ハイムエンデくんにとっては排はい斥せき対象なのでしょうね。奥庭の四神様は、帝都城と帝みかどの守護神です。帝都城や帝、若様に危害を加えようとする者や、明らかな悪人でなければ、排除に動かれることはない。蒼司朗くんは……、奥庭のお庭番といっても、たかだか半年そこら修行しただけの、ペーペー。素人しろうとに毛が生はえた程度では、ハイムエンデくんにとっては一いつ般ぱんの人と同じだったんでしょう」

　蒼司朗の力が際きわ立だつのは、主おもに浄じよう化かのときだ。ピヨ四神と四神変化していなければ、蒼司朗は神官候補生の一人で、一人前の神官ですらない。

「確かに」

「そうですね」

　津本神官と新庄神官は頷くが、鈴宮神官にはまだ疑問が残る。

「ハイムエンデさんはどうやって見分けているんでしょう？　制服を着ている警官や警備員はともかく、公儀隠密や公儀隠密候補生の人たちは、私服で帝都民に紛まぎれているのに」

　蔵くら田た実親と芙ふ蓉よう薫子だって、一般の学生と同じように帝都大学で学んでいる。四神変化していないときの彼らは、外見で四神の戦士だとはわからない。

　小此木神官長は推測する。

「服ふく装そうではなく、臨りん戦せん態勢にあるとか、通報する気き概がいに満ちているとか、でしょうかね。実際に行動する権限のある人たちに、影えい響きようが出ているのは間違いなさそうです」

「と、いうことは、やはりハイムエンデ氏は、帝都に何かしようとしていると考えていいですね」

　恐こわい顔をする新庄神官は、指をバキバキと鳴らした。ハイムエンデを見つけたら、まず一発、問答無用でぶん殴なぐりそうな勢いだ。




　後ろめたいところがなければ、誰に見つかっても問題はない。

　行動を監かん視しされることによって、何かを邪じや魔まされたくないので、ハイムエンデは自分にとって都合の悪い者の目から逃のがれている。




「ハイムエンデくん本人の捜そう索さくは引き続き行うとして、帝都での目もく撃げき証言を集めて、彼がどこで何をしていたのか、徹てつ底てい的てきに探さぐりましょう。新庄神官、くれぐれも軽けい率そつな行動に出ないように。いいですね？」

　うふふと小此木神官長は笑う。ふわふわと笑っているときの小此木神官長こそ、恐おそろしいと知っている新庄神官は勢いよく頭を下げる。

「それはもう、肝きもに銘めいじて！」




　見つからないことに焦じれて、ストレスが溜まり、新庄神官がイライラの頂点に達したときに出会ってしまったら、ハイムエンデがどうなるか、わかったものではない。首根っこを摑つかまれて、問答無用で引きずっていかれる程度ですむとは思えない。

　出会い頭がしらに相手をぶん殴ったなら、間違いなく暴ぼう力りよく事件だ。体格がよく、力もある新庄神官が加減を忘れて殴ったならば、ただではすまない。そして外国人であるハイムエンデの場合、今は国籍がないとはいえ国際問題に発展するおそれもある。

（まぁ、そういうことになったら、揉もみ消しますが）

　小此木神官長にとっては、どこの何者とも知れないハイムエンデより、帝都神社の優秀な神官である新庄神官のほうが大切だ。

　剛ごう力りき無む双そう、帝都神社の名物神官である新庄神官は、帝都でも知らない者はいない、人望があり、信頼されている神官の一人だ。詳くわしい事情は話せなくても、頼めば帝都民は快こころよく協力してくれるだろう。

　皆みなで寄ってたかって口裏を合わせれば、あったことでもなかったことになる。

（ある意味、ハイムエンデくんのやっていることと、同じですね）




「しかし、うまくハイムエンデ氏を見つけることができたとしても、すぐさま捕とらえるというわけにはいきません」

　神経質そうな仕し草ぐさで、津本神官は眼鏡を直す。

　ハイムエンデは不可解な力を使っているようで、十二分に怪しいが、証しよう拠こは何もない。何だか怪しくて妙みようだから、という理由では、身み柄がらを拘こう束そくすることはできない。

「そうですねぇ。何かちょっとしたことでも、あればいいんですけどねぇ」

　小此木神官長はイイ笑顔だが、津本神官たちはぞくりと寒気を覚えた。

（ちょっとしたものでいいんですね……）

（隙すきを見せたら、最後だな）

（何をする気なんですか、神官長!?）

「あ、なかったら、でっちあげちゃえばいいんですね」

「犯罪行こう為いは禁止の方向でお願いします」

　これは名案と楽しそうな小此木神官長に、津本神官は速すみやかに釘くぎを刺さした。




　目立つ外国人だったので、噂うわさ話ばなしとして上手に聞きだせば、帝都城下でのハイムエンデの目撃情報はいくらでも集められた。

　だが、それだけだ。




「何で擦すれ違うんだよ！」

　情報を元に何度追いかけても、ハイムエンデの姿をまったく見ることができず、公儀隠密候補生の柳生やぎゆう藤ふじ丸まるはキレた。

「藤丸さん、声が大きいです……！」

「この近くにいるかもしれませんから……！」

　同じ歩道にいる通行人に注目され、公儀隠密候補生三人一組で一緒に調査を行っている銀ぎん次じと登と志し邦くには、大声で喚わめいた藤丸を慌あわてて宥なだめる。

「うるせぇ！　俺に指図すんな！」

　喚いた藤丸は、銀次と登志邦の頭に拳こぶしを振り下ろす。

「うわっ！」

「痛っ！」

　溜まりに溜まったストレスを込めた一撃を受け、銀次と登志邦はたまらず頭を抱かかえた。

「あー！　むしゃくしゃする！」

「酷ひどいですよ……！」

「面おも白しろくないのは、僕たちだって同じなんですから……！」

「やかましい！」

　怒ど鳴なると同時に、藤丸にまた殴られて、銀次と登志邦はその場にしゃがみこむ。

　不満をぶちまけているのは藤丸一人なのだが、喧けん嘩かをしているように見えて、近くに来た通行人は、三人から距離を取り、視線を合わせないように足早に通り過ぎた。

　やつあたりをしていても、藤丸に悪気はまったくない。悪気はないが、痛い思いをするほうはたまったものではない。

（藤丸さん、恐いぃ）

（蘭丸さんと同じ班はんがよかったなぁ……）




　大学生になって正式に活動を開始する公儀隠密候補生は、誰と組んでも支し障しようのないように、偏かたよらない班編成で任務に就つくことになっている。

　大人数のときには、相性や癖くせはそれほど気にならないが、少人数編成の班になると、顕けん著ちよに各人の個性が出る。要領がよくて小こ器ぎ用ようで、いくらか大おお雑ざつ把ぱで乱暴な藤丸と組んだ場合、藤丸のペースについていけない者は、足手まといの邪魔者のようになってしまう。

　帝都大学の学生になり、今年から帝都に住んで公儀隠密候補生になった銀次と登志邦は、まだ帝都に慣れていないところもあり、バリバリの帝都っ子の藤丸には気き後おくれする。地方育ちで、本家に対して遠えん慮りよもあるので、藤丸にどんな態度を取ればいいのかよくわからない。

　柳生本家の長兄である蘭丸は、公儀隠密候補生としても優秀で、性格が穏おだやかな『頼りになる兄』のイメージそのままの青年だ。悪ガキ大将のような藤丸とは違い、リーダーらしく気を配くばりながら皆を率ひきいてくれる。やんちゃな性格の者は藤丸と組むのを楽しめるが、生き真ま面じ目めで周りの目を気にする者は、蘭丸と一緒のほうが落ち着いて行動できる。




　藤丸は手て際ぎわよく式を飛ばして、入手した情報を送る。

「おら！　次行くぞ！　ぐずぐずすんな！」

「は、はい……っ！」

「置いていかないでください……っ」

　ざくざくと大おお股またで歩いていく藤丸の後を、銀次と登志邦は慌てて追いかけた。




　他の公儀隠密や公儀隠密候補生の調査も、柳生藤丸たちと同じで、ハイムエンデ本人の姿は影も形もないが、とにかく情報だけは集められた。

　情報は式を使って、帝都神社に送られる。




　そうして帝都のあちこちで集められた聞き込みの情報を、津本神官は帝都神社の社務所の奥の座ざ敷しきでまとめていた。

「────三時四十分、帝都大学、第一食堂。五十七分、帝都大学校門前……」

　届いた情報を、ひとつずつ付ふ箋せんに書きだした津本神官は、ハイムエンデが今け朝さ、帝都に来たところから時間順に並べ、帝都の地図に貼ってゆく。

　急なことで思うように人員を割さけなかったせいもあるが、津本神官は効こう率りつの観点から、自分一人で作業することを小此木神官長に申しでた。しかし、いくら優秀な津本神官でも、一人で作業するには情報量が多すぎる。時間が経たつうちに未処理の式が、白い鳥の姿で書院窓や床とこの間など、座敷のあちこちに留まって順番を待つようになっていた。




「……少し休憩なさったほうがよろしいのではないですか？　わたしでよければ、休憩の間、作業を代わります」

　座敷へお茶を運んできた鈴宮神官は気き遣づかったのだが、津本神官は作業の手を止めることなく言う。

「こちらのことは気にしなくてもいいですから、売店の係のほうに戻ってください。君は他の神官への連絡係でもあるんですからね」




　どんな状じよう況きようになっているのか、新しいことがわかり次し第だい、帝都神社の神官たちには連絡が行くのだが、そのときの仕事の関係で連絡を聞けない者もいる。先輩神官の仕事中に話しかけるのは気が引けるが、帝都神社で一番新人の神官である鈴宮神官なら、どの神官も遠慮なく話を聞きに行けるので、社務所の売店の当番になっているのだ。




「はい。差しでがましいことを言いまして、すみません」

　鈴宮神官は津本神官に頭を下げ、盆ぼんに載のせた温かいオシボリを、邪魔にならない場所にそっと置いた。無視して作業を続けるつもりだったが、ほかほかと湯気の上がっているオシボリの魅み力りよくに負け、疲れの溜まっていた津本神官は筆ふでを置いた。温かいオシボリを取った津本神官は、墨すみで汚よごれた手を拭ふき、一息つく。

　津本神官が休憩を取る気になったので、ほっとした鈴宮神官は、卓たくにお茶を置く。

　人海戦術で帝都のあちこちから情報を集めているために、重複している情報もある。情報が増えるに従って、作っても、地図に貼られない付箋も出てくる。

　作業に一区切りつけて津本神官がお茶を飲んでいるので、鈴宮神官は地図を覗のぞきこみ、貼られている付箋を目で追う。

「地図を見ながらハイムエンデさんは帝都を歩いていたそうですが、観光地巡めぐりという感じでもないんですね」

　付箋が増えれば、ハイムエンデが歩いた道みち筋すじがわかる。

「帝都東公園、真しん珠じゆ久く御ぎよ苑えんの西、須す賀が茂も、菅かん田だ明みよう神じん下した、登と代よ洲す……」

　この辺りをコンプリートすることで、何かあったかなと、鈴宮神官は首を傾かしげる。

　鈴宮神官に読みあげられた地名を聞き、お茶を飲んでいた津本神官はだんだんと青くなった。




「────どうして気づかなかった!?　このわたしとしたことが……！」




　乱暴に湯飲みを卓に置き、津本神官は勢いよく立ち上がった。

　津本神官の突然の行動に、座敷にいた式の鳥たちが驚いて飛び立った。音もなく飛び回る白い鳥の中、鈴宮神官は呆ぼう然ぜんとする。

「津本神官!?」

「作業の続きを任せます！」

　言い捨てて、津本神官は座敷を飛びだし、小此木神官長の執しつ務む室しつに向かう。




　足音も喧やかましく、乱暴に扉とびらを開け、押し入るように執務室に入った津本神官を見て、小此木神官長は目を丸くする。

「どうしました？」

　案内もノックもなしに執務室に入ってくるなんて、神経質で礼れい儀ぎ正しい津本神官らしくない。津本神官はいつでもいくらかの余力を残し、涼すずしい顔で行動する。なりふり構わず全力疾しつ走そうする津本神官の姿を見た神官は、誰も驚いて道をあけたに違いない。




　驚く小此木神官長の執務机に向かいながら、息を切らした津本神官は、うわずった声で報告する。

「小此木神官長！　ハイムエンデ氏は、十年前、苅かり谷や神官が行かれた場所を回ってます！」




　優秀な神官にして、前任のお庭番、苅谷純すみ友とも。

　亡なくなる直前に彼が足を運んだ場所に、ハイムエンデは向かっていた────。
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　蟲むしが放つ僅わずかな穢けがれでも、若様を苦しめる毒になることに最初に気づいたのは、奥庭のお庭番である苅かり谷や神官だった。

　奥庭の四し神じん様に会うため、毎日のように奥庭を訪おとずれていた若様は、苅谷神官とも親しく会話を交かわしていた。帝都神社の神官は皆みな、若様を敬うやまい、大切に思っていたが、若様は苅谷神官に一番心を許していた。

　小お此この木ぎ神官長をはじめ、帝都のどんな優秀な神官も誰だれ一人として気づかなくても、蟲の穢れを敏びん感かんに感じ取れる若様にだけはわかることが、あるかもしれない。

　もしも若様がそれを打ち明けるとすれば、その相手は苅谷神官以外にいない。




　十年前、苅谷神官は若様と何か話していた。

　その後、何があって苅谷神官が命いのちを落としたのか、誰も知らない。苅谷神官がなぜ、帝都のいくつかの場所に向かったのかもわからない。




　その日の苅谷神官の不可解な行動の理由を、若様は知っているかもしれない。しかしあのとき、苅谷神官の死に動どう揺ようする幼おさない若様から、それを聞くことは誰にもできなかった。




　苅谷神官が亡なくなってしばらくの間、若様は塞ふさぎがちだった。奥庭のお庭番がいないために、『蟲むし呼よびの夜』の浄じよう化かは不完全なものとなり、残った僅かな穢れは若様を苦しめた。

　帝都城の内うち堀ぼりの外で常つねに穢れに苛さいなまれている若様からは、笑顔が消えた。体育の授業で体たい操そう服ふくを着ることもなくなり、帝都民は若様が元気に走る姿を見られなくなった。

　奥庭の四神は後こう継けいのお庭番を選出せず、帝都城の奥庭は荒あれるままになった。




　────苅谷神官が生きていれば……。




　関係者は全員、その言葉を吞のみこんだ。認めたくないと悲ひ嘆たんを胸むねの奥にしまいこみ、苅谷神官の名を口にすることを憚はばかった。




「偶ぐう然ぜんだとは思えません……！」

　肩かたで息をする津つ本もと神官を見つめ、久しぶりに苅谷神官の名を聞いた小此木神官長は、険けわしい表情で頷うなずく。

「ハイムエンデくんは、苅谷神官の死について、何か知っているかもしれませんね」

　初めての入国であり、ハイムエンデは年ねん齢れい的てきにも直接かかわっているわけではないだろうが、何かしら知っている可能性がある。




　奥庭のお庭番を亡くし、帝都の神官の胸に去来した不安。

（あの苅谷神官でも、命を落とすような事態なんて────）

　誰もが否ひ定ていしたい、ありえないことが、起こってしまった。奥庭の四神の加か護ごを受けているはずのお庭番が、命を落としたのだ。

　同じことに遭そう遇ぐうすれば、四神の戦士もまた、命を落とすかもしれない……。

　皆で目を逸そらしていた不安から、逃にげられないときがきた。




　新しい奥庭のお庭番が選出されたのは、猶ゆう予よがなくなったからだ。

　既き成せい概がい念ねんに縛しばられた帝都の神官では駄だ目めだと見限った奥庭の四神は、神職とまったく関係のない見習い庭師の少年を、お庭番にした────。




　小此木神官長は椅い子すから腰こしを上げ、ぐっと拳こぶしを握にぎる。

（警けい告こくは十年前、苅谷神官が亡くなったときに発せられていた……！）

　ここ最近、四神の戦士でも対処しきれない不測の事態が起こっている。




　小此木神官長は、連絡係の神官を呼んで命めいじる。

「若様を帝都城に！　一般の警備員を護ご衛えいに加えるよう、手配を！」

　不可解な術を使っているらしいハイムエンデに対し、どこまで有効かはわからないが、公こう儀ぎ隠おん密みつ以外の者を護衛に加えて、様子を見たほうがいい。

「若様の御おん身みに危険が及ばないよう、くれぐれも注意してください！」

「はい！」

　連絡係の神官は、小此木神官長の執しつ務む室しつから急いで退出し、緊きん急きゆう連絡の式を放つ。




　若様が何かに気づいたのだとすれば、それは帝都に危害が加えられようとしているためかもしれない。そうでなくても、何かを察知できる力は、仕し掛かけようとしている何者かにとって邪じや魔まになる。次期帝みかどである若様は、絶対に守らなければならない。

　奥庭のお庭番が不在の間も、奥庭の四神による帝都城と帝の守護は、お庭番のいたときと変わらず、強固に続いていた。小此木神官長は奥庭の四神様の加護を疑うわけではないが、思いつくかぎりの用心をしておきたい。

（奥庭の四神様の加護に加えて、若様には勇ゆう輝きくんが護衛についている。滅めつ多たなことにはならないと思うけれど）




「これより、帝都城にハイムエンデくんに関する対策本部を設もうけます。津本神官、あなたにはハイムエンデくんと苅谷神官が向かった先の調査をお願いします。誰でも、適当な神官を好きなだけ動かして構いません。何かわかったことがあれば、すぐに報告を！」

「はい……！」

　ようやく息の整った津本神官は、小此木神官長に一礼し、急ぎ足で執務室を出た。




　津本神官を見送った小此木神官長は、天てん井じようを見上げる。

（……何も起こらないまま、ハイムエンデくんが帝都を出てくれたなら────）

　そんな都つ合ごうのいいことなどないとわかっているのだが、願わずにはいられない。




　帝都城に戻るよう連絡した後、帝都学園の学がく生せい寮りように戻っていた若様のもとには、迎えの牛ぎつ車しやが行った。篠しの原はら勇輝を護衛に加え、牛車に乗った若様は、速すみやかに帝都城に戻る。




　津本神官は、相あい沢ざわ神官と佐さ久く間ま神官を呼びだし、鈴すず宮みや神官に押しつけてきた作業を引き継がせた。津本神官から話を聞いた鈴宮神官は、他の神官との連絡係でもある社しや務む所しよの売店の業務に戻る。

　相沢神官たちの作業が支し障しようなく速やかに行われているのを確認し、津本神官は帝都城下へ調査に出ていた新しん庄じよう神官たちと連絡を取った。帝都城下に出ていた帝都神社と四神神社の神官による調査の内容は、ハイムエンデの捜そう索さくから、ハイムエンデの立ち寄り先の調査に変へん更こうされ、津本神官はそれに加わる。ハイムエンデの捜索は、公儀隠密と公儀隠密候補生が続行する。

　小此木神官長はハイムエンデに関する事じ項こうの対策本部を、帝都城に設けることを各機関に連絡した。以降の情報は帝都神社ではなく、この対策本部で管理し、小此木神官長はすべての予定を急きゆう遽きよ変更して、対策本部に詰める。




　若様は無事に帝都城に戻り、日は暮れたが、ハイムエンデは見つからなかった。

「帝都を出た姿は、目もく撃げきされておらぬ」

　公儀隠密たちを取りまとめる柳生やぎゆう充じゆう兵べ衛え翁おうは、帝都城の対策本部に足を運び、小此木神官長に報告する。

「彼奴きやつはおそらく、まだ帝都におるに違いない」

　ハイムエンデの姿は柳生一族の目には見えないので、消去法で考えるしかない。一般の目撃情報もどこまであてになるかはわからないが、警けい戒かいを続けるのは悪いことではない。

　対策本部で部下の定時連絡を受けた警けい視し総そう監かんは言う。

「ハイムエンデがどこかに泊とまろうとすれば、こちらに連絡が入る。情報を待とう」




　財さい布ふを落としたかもしれないと警けい察さつに届けでて、蒼そう司し朗ろうに一食たかったハイムエンデだが、財布にだけ金を入れていたとは限らない。寂さびしくなった手持ちの金を使いたくなかったから、蒼司朗の親切に甘えたのかもしれない。

　金がいくらかあれば、それで宿しゆく泊はく場所を確保することができる。ハイムエンデは就しゆう労ろうビザを持っているので、どこかで働いて日ひ銭ぜにを稼かせぎ、雇こ用よう主ぬしに宿泊場所を提供してもらう可能性もある。




　外から来た者が、帝都のどこかに泊まった場合、泊めた者はそれを記き録ろくして警察に連絡する義務がある。もしも記憶が消去され、その連絡まで忘れられることがあっても、記録した書類は残る。

　外部の者が宿泊できる場所は、帝都を巡じゆん回かいしている警官が定期的に書類の確認のため訪問するので、多少時間はかかっても、記録があればハイムエンデの宿泊場所はわかる。




　ハイムエンデの立ち寄り場所の調査には、帝都神社だけでなく、四神神社からも神官が大勢参加していたが、四神の戦士は力を温存するため、待たい機きを命じられている。

　ばたばたと慌あわただしく人が出入りする対策本部を横目に、篠原勇輝は帝都城を出る。

（何も今日でなくてもよかったのに）

　切ない気分で、篠原勇輝は帝都学園高等部の学生寮に向かう。




　帝てい室しつの者は、すべての民に対して分け隔へだてなく接する。

　民に関するいかなるものに対しても、好き嫌きらいがあってはならない。何が好き、何が苦手と言ってはいけない。欲しいものがあったなら、侍じ従じゆう長ちようを通して帝室事務官に書類で知らせ、用意してもらう決まりだ。自分で買い物をすることはない。自分のものなのに、自分が決めたものを手にすることはない。




（今日の夕ゆう飯はんのおかずは鰺あじフライとポテトサラダ、きんぴらゴボウ。味み噌そ汁しるの具はシジミ、デザートに蜜みつ豆まめ）

　帝都学園には帝都だけでなく地方からも、良家の子し息そくが多く集まるが、学校や寮の食堂の料理は特別に贅ぜい沢たくなものではなく、ごく普通で庶しよ民みん的てきなものだ。

　篠原勇輝にも言葉ではっきり言ったことはないが、若様は学生寮の献こん立だて表ひようを見るのが好きだ。好きなものが出る日は、こっそり楽しみにしている。

　若様は口当たりのいい甘かん味みが好きだから、今日の蜜豆には絶対にチェックを入れていただろうと、篠原勇輝は思う。

（若様がお城に戻ることになった時点で夕飯は断られてるだろうけど、食堂のおばちゃんに頼めば、今ならまだ、俺の分ぐらい何とかしてくれる）

　二時間と決められている夕飯の時間は、食堂に早く来る者もいれば、ゆっくり来る者もいる。全員分の料理を一度に作ってしまうと、ゆっくり来た者は冷さめたものしか食べられなくなるので、調理師は利用人数を見ながら、調理を行う。調理のための時間はまだ終わっていないので、一度断ってしまった食事だが、頼めば作ってもらえる。




　どんなに衛えい生せい面めんに気をつけていても、蟲の穢れは完全に消えない。身体からだの中に蟲の穢れを入れてしまったら、普通の人は自分の生命力で穢れを消すことができる。

　しかし若様は蟲の穢れを自じ力りきで消すことができないので、食べものはすべてまず篠原勇輝が受け取って浄化してから、若様に渡す。どんなものでも、篠原勇輝が触ふれて浄化したなら、若様には安全だ。




　四神の戦士であり、若様のお世話係である篠原勇輝は、素そ行こうはやや乱らん暴ぼうで奔ほん放ぽうなところがあっても、決めるときはきっちり決めるので、誰からも信頼されている。帝にも認められ、自由に帝都城へ出入りすることを許されている篠原勇輝は、警備員に荷物をチェックされないので、何でも持ちこめる。

　直接篠原勇輝が運はこぶのなら、お持ち帰りにしてもらった学生寮の夕飯を、誰にも見られずに若様のところへ届けられる。




（ついでに、新作のお菓か子しとか、飲みものを買ってくか）

　新作チェックは、篠原勇輝が昔からよくやることだ。買い食いするのも、よくあることだと認識されているので、まったく不自然ではない。帝都城の自室でなら、若様は誰の目も気にすることなく、篠原勇輝が持ちこんだものを口にすることができる。

　若様の食事の量が減へってしまうと、心配されたり、不ふ審しんに思われたりするので、食事に影えい響きようがないよう、若様が篠原勇輝の持ちこむものを口にできるのは、少しだけだ。

　それでも、一般の帝都民、同じ年頃の子供が当たり前に食べているものを、同じように口にすることを、若様は楽しんでいる。店にどんなふうに客が入っていて、どうしていたと教える篠原勇輝の話も、いつもとても喜んで聞いている。

　食べたくて堪たまらなくなっても、若様や帝は、好きなものを何ひとつ自由に食べられない。そういう素そ振ぶりを見せてもいけない。

　一般の民にとって、何でもないことが許されないのは、とても苦しい。




（せめて、俺がお側にいられる間くらいは）

　若様が食べられるはずだった蜜豆を届けることぐらい、許してほしい。




　謎なぞの外国人を巡めぐって、神官や警官、公儀隠密たちは帝都を右う往おう左さ往おうしていたが、神官候補生であり、見習い庭師で高校生の蒼司朗は、『奥庭のお庭番』であることを優先され、何も知らされていなかった。四神の戦士のように命じられたわけではなく、ごく自然に待機状態だ。




　蒼司朗はいつものように帝都大学での授業を終えると、帝都城奥庭の作業をして、寮に戻った。寮の部屋には、先に戻った清きよ志し朗ろうがいた。

「お帰り、蒼くん」

「ただいま、清ちゃん」

　清志朗の笑顔に迎えられ、蒼司朗はほっとする。部屋に入った蒼司朗は、枝えだ打うち斧おのを入り口近くの壁かべに立てかけて、ピヨ四神を自分のベッドの上に放し、学生服から楽な私服に着替える。いつものことなので、ベッドに放されたピヨ四神は、そこで走り回って遊びながら、蒼司朗が着替え終わるのを待つ。

「今日、大変だったね。仕事、急に帝都城公園の補ほ修しゆう作業に変わっちゃってさ」

「大変だったのは、蒼くんのほうだろう？」

　清志朗は苦笑する。

「爆ばく弾だん事件に巻まきこまれるなんて、話を聞いて僕や父さんたち、ものすごく驚いたんだからね」




　帝都城公園で起こった爆ばく発はつは、帝都城外そと堀ぼりのすぐ外で作業をしていた望もち月づき造ぞう園えんの庭師たちも目もく撃げきした。

（まさか、蒼くん……!?）

　普通ではない爆発の様子に、蒼司朗がかかわっているのではないかと、清志朗は直感した。すぐに駆かけつけたかったが、見習い庭師の分際で、作業を放りだして野や次じ馬うますることは許されない。

「池いけ！　ちょっと行って、何があったか見てこい！」

「はい！」

　親方の望月左さ近こんに命じられ、庭師として一番若い池いけ波なみが、様子を探さぐりに走った。

　やはり蒼司朗が爆発の中心地にいたと知って、清志朗たちは愕がく然ぜんとしたが、蒼司朗には奥庭の四神様がついている。奥庭の四神様は、蒼司朗をがっちり守り、そして帝都城公園の被害も、最小範はん囲いに留とどめてくれた。




「うん、オレも鞄かばんに入っていた爆弾が爆発して、びっくりした。けっこう威い力りよくがあるものらしかったしね」

「釘くぎとか鉄てつ片ぺんとか、すごくたくさんあったよ。あれがまともに爆発していたら、酷ひどいことになっただろうね。掃そう除じはけっこう手間だったけど、きれいに吹っ飛んでたから、補修作業はわりと楽だったよ」




　掃除して、地面を均ならしたら、なくなったものの復ふつ旧きゆうだ。帝都城公園科の職員が、敷しき石いしを並べて速やかに歩道を作り、望月造園はそれまでにあったものと似たような木を植しよく樹じゆして、植え込みと花か壇だんを拵こしらえた。それらが終わった場所から、新しいベンチとガス灯とうが設置されて完成だ。




「僕は明日も学校があるからって、途中で帰らされたけど、今頃はもう終わって、立入禁止も解かい除じよされてるんじゃないかな」

「へぇ、すごいな」

「半はん端ぱに残ってない分、『蟲呼びの夜』の復旧より、手間がなかったよ」

　面倒を挙あげるなら、すっぱり切れたようになっている、境きよう界かい部分の作業くらいだろう。植え込みや花壇は繫つないだ場所がわからないように植えて作り足し、樹木は不自然に見えないよう、枝葉を刈かりこまなければならない。




「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュピピッ」

「「（しゅー）」」

「うん、晩ご飯食べに行こう」

　着替えたのを見てピヨ四神が急せかすので、部屋を出た蒼司朗は、清志朗と食堂に向かう。




「あ、そう言えば、今日オレ、帝都城公園で外人さんが行き倒れてるのを見つけたよ」

「外人さん？　一人で帝都城公園にいたの？　行き倒れって……」

　驚く清志朗に、蒼司朗は笑う。

「うつ伏ぶせでこう、倒れてて、黒くろ髪かみの人だったから、オレ最初、外人さんだと思わなくてさ。顔見てびっくりしたー。その人さ、目の色が、右と左で違うんだよ」

「へぇ、そうなんだ」

　話しながら食堂に入った蒼司朗と清志朗は、トレイを取り、配はい膳ぜんカウンターに向かう。

　いつものように────。

「ピチュン」




「ハイ！　オバンだがや、蒼司朗」




　配膳カウンターで料理をもらおうとした蒼司朗は、カウンターの向こうの調理室にいた、三さん角かく巾きんと割かつ烹ぽう着ぎ姿の青年を見て驚く。

「……ハイムエンデさん」

　清志朗が今初めて見る新人の調理師の青年は、黒髪で右目は青、左目は琥こ珀はく色いろの外国人だ。

「蒼くん、この人、ひょっとして……」

「うん、今話してた外人さん。どうしてここに？」

　驚く蒼司朗と清志朗に、にこにこと微笑ほほえみながら、ハイムエンデは手て際ぎわよくトレイに料理を載のせていく。

「今日からココで住み込みで働くことになったゾネ。ヨロシュウな」

　働き口と宿泊先を、一度にゲットしたらしい。

「蒼司朗、蜜豆好すイトォ？　もう一個、食ワンカ？」

「い、いえ、一個でいいです……！」

「遠えん慮りよセンデえぇゾナ。ポテサラ、エベレスト盛もりイットコばい？」

「いえ、普通のください。オレ、これにあと牛乳も飲むから、お腹なかいっぱいになっちゃうんですよ」

　小こ柄がらでも食しよく欲よくは旺おう盛せいな蒼司朗だが、高校生の寮の食堂は、食べ盛ざかりであることを考こう慮りよして、ボリュームのある盛りつけだ。蜜豆のサービスはピヨ四神が喜ぶだろうが、いつでもハイムエンデから余分にもらえると覚えてしまうと困る。

「ホゥか？　マ、何かあったら、声カケたってちょ。蒼司朗には、恩ガあるサカイな」

　慣れた手つきで茶ちや碗わんにご飯をよそい、汁しる椀わんに味噌汁を注そそぎ、すべての料理を蒼司朗と清志朗のトレイに載せたハイムエンデは、カウンター越しに手を伸ばして、蒼司朗の頭をよしよしと撫なでた。

「ギョウサン食べて、ハヨ大キなりや」




「オォォォォォォォォ！」




　突とつ如じよ背後から聞こえた雄お叫たけびに、蒼司朗はびくっと肩を震ふるわせ、ピヨ四神は怯おびえて身を隠かくした。ハイムエンデは蒼司朗の頭に手を置いたまま、きょとんとし、清志朗や食堂にいた者たちは、あぁまたかと、生なま温ぬるい目で振り向く。




「ナンですカ!?　ソノ人ハ！」




　蒼司朗を見つけ、嬉き々きとしてやってきた望ぼう威いは、仁に王おう立だちでぷるぷると震えながら、蒼司朗を撫でているハイムエンデを指さす。




「────うるさいぞ、望威」

　迷めい惑わく顔で蒼司朗は言うが、ハイムエンデを見つめている望威は、聞いていない。

「ソノ手を退どけナサーイ！」

　真まっ赤かになってぷるぷるしている望威を見て、くすっとハイムエンデは笑う。

「その手ェとは、この手のことケ？」

　望威に見せつけるよう、ハイムエンデは手を動かして蒼司朗を引き寄せ、自分の頰ほおと蒼司朗の頰をくっつける。




「ノオォォォォォォォォッッッッッ!!」
















　大声の響ひびきわたる食堂に入ってきた篠原勇輝は、皆の注目を集めている望威が指さしている人物を見て、目を丸くする。




　三角巾と割烹着を身につけ、配膳カウンターの向こうにいるのは、右目は青、左目は琥珀色の、黒髪の外国人の青年だ。




「……何でこんなところに」




　帝都の神官と警官、公儀隠密たちが血ち眼まなこになって捜している人物は、帝都学園高等部の学生寮の食堂で、蒼司朗といちゃいちゃしているところを望威に見せつけていた。
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　入り口に近い卓たくで四人で食事をとっていた一年生に、篠しの原はら勇ゆう輝きは訊たずねる。

「おい、何だ？　あの外人。あ、ガタイのデカイ一年坊じゃねぇほう」

　見るからに不良っぽい篠原勇輝は、行動が乱らん暴ぼうで恐こわい。いきなり声をかけられた一年生は、びくっと肩かたを震ふるわせ、篠原勇輝を見上げて答える。

「あ、あの、今日からここに住み込みで働くことになった、調理師さんです……！」

「調理師ぃ!?」

　むっとする篠原勇輝に怯おびえながらも、一年生は代かわる代がわるに言う。

「りょ、料理はすごく上手です……！」

「喋しやべってる言葉は、何か変ですけど、すごく優しそうです」

「坂さか上がみさんが盲もう腸ちようで入院した、その代わりみたいで」

「え？　坂上さん、盲腸？」

　篠原勇輝に聞き返され、一年生たちはうんうんと何度も頷うなずいた。




　篠原勇輝は今け朝さ、若様と部屋で食べるための朝食を食堂に取りに来たときのことを思い出す。顔色が少し悪いように見えて、調理師の坂上に声をかけたのだ。

　あのとき、坂上は何でもないと返事をしたが、やはり具合が悪かったようだ。




「ふうん……」

　経けい緯いはわからないが、とにかくハイムエンデは調理師の坂上が抜けた穴を埋うめたらしい。船の厨ちゆう房ぼうで働いていた経験の長いハイムエンデに、この仕事は難しくない。

「邪じや魔まして悪かったな」

　ありがとうと片手を挙あげ、篠原勇輝は一年生たちの卓から離れた。一年生たちは、ほっとして肩に入っていた力を抜く。どうなるのだろうと気にして、静かに緊きん張ちようしていた近くの卓の生徒も、安あん堵どする。




　若様を護ご衛えいしている篠原勇輝が、他の生徒に声をかけることは滅めつ多たにない。一人でいるときは、たいてい機き嫌げんが悪い。

　篠原勇輝はちょっとものを訊ねただけだが、絡からんでいるように見えたらしい。




　ぎゃーぎゃーとまだ喧やかましい蒼そう司し朗ろうたちと関わり合いにならないよう、篠原勇輝は食堂をぐるっと遠回りして、食器返へん却きやくカウンターのほうに行く。食器の返却カウンターの近くにある、調理師の通用口の扉とびらを開けた篠原勇輝は、近くにいた調理師に声をかけた。

「宮みや迫さこさーん、すみませーん。弁当ひとつー！」

　生徒たちの優しいお母さんという雰ふん囲い気きの、ゆったり太った小お母ばさんである宮迫は、ポテトサラダを作っている手を止めて、篠原勇輝の声に振り向いて笑った。篠原勇輝が食事を弁当にしてくれと頼むのは、初めてではない。

「はいはい。ちょっと待っててね」

　急せかしていると見えないよう、会え釈しやくして通用口を閉めた篠原勇輝は、食堂側で待つ。

　宮迫調理師は手て際ぎわよく折を用意して、夕食を持ち帰り弁当にする。一分とかけずに通用口を開けた宮迫調理師は、にっこり微笑ほほえんで弁当を篠原勇輝に渡した。

「たくさんお食べ」

　頼みごとをしても、あれこれ追及しない宮迫調理師のような人は、若様のために動きたい篠原勇輝にとって、とても助かる。

「あざっす！」

　頭を下さげ、篠原勇輝は弁当を持って食堂を出た。




　帝都学園高等部の学がく生せい寮りようでハイムエンデを追い詰めた場合、生徒を人ひと質じちに取られるおそれがある。

　寮には蒼司朗と一緒に奥庭の四し神じん様がいる。何かあったなら、正義感の強い蒼司朗は、細かいことは後回しにして、まず行動を起こす。奥庭の四神様は、蒼司朗を応おう援えんして力を貸してくれるだろう。

　蒼司朗に懐なついている砂の国からの留学生は、蒼司朗にいいところを見せたくて、自分から前に出て戦ってくれそうだ。




　それにしても。

（何考えてんだ？）

　帝都の警けい官かんと神官、公こう儀ぎ隠おん密みつたちが大勢で帝都中を捜しているのだから、ハイムエンデにそれがわからないはずがない。それなのに、帝都城公園にほど近い帝都学園高等部の学生寮、若様や白びやつ虎この戦士の篠原勇輝、奥庭のお庭番である蒼司朗がいる場所で、住み込みで働くとはどういうことなのだろう。

　若様は帝都城に戻ってしまったし、蒼司朗は連絡を受けていないようなので、ある意味通報される危険がなく、捜そう索さくする側もここはノーマークなのかもしれないが。

（灯とう台だい下もと暗くらし、ってより、飛んで火に入る夏の虫だろ）

　滞たい在ざい場所がばれるのは、時間の問題だ。ここはハイムエンデにとって、けっして安全な隠かくれ場所ではない。

（俺が通報したら、一発でアウトだぞ）

　まったく解げせないと篠原勇輝は首を傾かしげながら部屋に戻り、来る途中で買ってきた新商品の菓か子しや飲みものが入っている鞄かばんに、若様と自分の教科書とノート、夕飯を詰めてもらった弁当を入れ、帝都城に戻る。




　ハイムエンデを見つければ大おお手て柄がらだが、通報すれば、通報者としての責任が生まれる。通報した瞬しゆん間かんから、篠原勇輝にはハイムエンデを監かん視しする義務が発生し、寮を出ることはできない。寮を出られなければ、若様に弁当を届けられない。

（寮には、蒼司朗と奥庭の四神様がいる）

　任せて、きっと大丈夫。

（よくわかんねぇけど、あのハイムエンデって奴やつとも、仲良くやってたし？）

　その姿に望ぼう威いが大声を出して喚わめいていて、清きよ志し朗ろうが側で苦笑していて。

　思い出して、篠原勇輝は、ちょっとムカつく。

（誰だれにでも懐なついてんじゃねぇよ、ボケチビ……！）




　白虎の戦士の移動能力は、四神の戦士の中で最速だ。しかし篠原勇輝はハイムエンデに警けい戒かいされないよう、白虎の戦士の力を使わずに帝都城に向かう。




　帝都城に設もうけられたハイムエンデ関連の対たい策さく本部は、篠原勇輝が出たときと変わらず、皆みなが右う往おう左さ往おうしている状態だった。

（……若様が先）

　口を滑すべらせると足止めを食くうので、篠原勇輝は対策本部には寄らずに、まっすぐ若様の部屋に向かった。




「小お此この木ぎ神官長たちはどんな感じだろう？」

　部屋に入って襖ふすまを閉めた篠原勇輝に、若様は開口一番訊ねた。




　どうして寮から帝都城に戻ることになったのか、詳くわしいことを若様は知らない。訊ねることが、忙いそがしくしている者たちの時間を割さくとわかっている若様は、どれだけ不安でも、それを見せることなく、説明されるまでいつも静かに待っている。

　今回、若様は部屋から出ないよう、厳きびしく言われていた。人の動きもわからないので、外の動向はまったくわからない。

　若様の質問は、小此木神官長たちはまだ慌あわただしくしているのだろうか、ということだ。




　苅かり谷や神官が亡なくなったときに酷ひどく取り乱した若様のことを考こう慮りよし、ハイムエンデが十年前の苅谷神官の件に何か関係しているかもしれないことは、絶対に若様に気づかれるなと念を押されている。

（あのときみたいな思いをするのは、嫌いやだ）

　お世話係として側にいた篠原勇輝も、悲しむ若様の姿に胸むねが痛んだ。どうにかしてあげたかったのに、何もできない自分がもどかしく、無力であることを憎ぞう悪おした。




「そう、ですね……。もうそろそろ、何か進展があると思いますけど」

（俺が喋ったなら）

　進展があれば、解決にも近づく。

　篠原勇輝の言葉を聞き、若様はふわりと微笑む。

「早く片づくといいな」

　自分が籠かごの鳥状態であることよりも、若様は皆のことを案じている。

「若様、ちょっと俺、小此木神官長のところに行って手伝ってきます」

「うん」

　一人で閉じこもっているよりも、篠原勇輝が一緒にいてくれたほうが心強いし、気も紛まぎれるが、白虎の戦士である篠原勇輝が加わったほうが、小此木神官長たちの力になれることを、若様はよくわかっている。

「寮の部屋から教科書とノートを持ってきましたから、俺の鞄を開けて『適当に出して』ください」

　誰かに会話を盗ぬすみ聞かれていても問題ないように言って、篠原勇輝は若様に悪戯いたずらっ子の顔で笑いかける。




　篠原勇輝が若様に悪戯っ子の顔を見せるときには、鞄に何か『いいもの』が入っている。若様は鞄を開けて、中にあるものをどれでも好きにしていい。




　何が起こっているのだろうと、緊張しながら帝都城に帰った若様は、一度帝都城を出た篠原勇輝が、こういうサプライズを持って戻ってくるとは思ってもいなかった。

　若様は嬉うれしそうに笑う。

「うん、わかった」




　篠原勇輝は鞄を預あずけて若様の部屋を出て、ハイムエンデ関連の対策本部に足を向ける。

（どうすっかな……）

　寮でハイムエンデを見かけたのに、そのままにして帝都城に戻ってきて、先に若様のところに行ったのは、やはりどう考えてもまずい。嫌な顔をされる、叱しかられるのは仕方ないとしても、白虎の戦士としての自覚が足りないとか、資格がないと言われてしまっては困る。




　見つからないよう気配を殺して対策本部のほうを見ていた篠原勇輝は、小柄な公儀隠密が帝都城にやってくるのを見つけた。

　女子高校生ながらも、公儀隠密の任に就ついている、柳生やぎゆう真ま純すみだ。

（いいところに！）

　篠原勇輝は柳生真純に向かって、小さな式を飛ばす。




　忍しのび装しよう束ぞくに身を包み、通常の任務に加え、ハイムエンデの動向を探さぐっていた柳生真純は、音もなく移動し、帝都城のすぐ横に設けられていたハイムエンデ関連の対策本部に向かっていた。

「────いたっ！」

　コツンというより、ガツッという感じで、何かが頭にぶつかり、柳生真純は思わず足を止める。

「な、何!?」

　目から火が出た柳生真純は、涙なみだ目めになって周りを見回すが、強きよう襲しゆうした式は役目を終えて消しよう滅めつした。石が飛んできたような衝しよう撃げきだったが、柳生真純の周りにそれらしいものはない。

（何だったの!?　もう……！）

　憤ふん慨がいしながら対策本部に向かおうとした柳生真純の目の端はしで、何かがチラチラ動いた。

「？　……勇輝様？」

　振り向いた柳生真純は、帝都城内、入ってすぐ正面にある階段の下の陰かげにしゃがんで、小さく手を振っている篠原勇輝を見つけた。

（さっきの……！）

　篠原勇輝の仕し業わざに違いない。

（乱暴なんだから、もう！）

　か弱い女の子相手なのに、力の加減ができない失礼な男だと心の中で罵ば倒とうして、柳生真純は城の出入り口に立っている警備員に会釈し、篠原勇輝のところに向かう。公儀隠密である柳生真純は、顔パスで城に入れる。




　しーっと口の前に指を一本立てている篠原勇輝を見て、柳生真純は眉まゆを顰ひそめる。

　篠原勇輝が呼びつけたのは、何か内ない緒しよ話があるかららしい。柳生真純は自分が見られていないことを確認して、ささっと素早く階段の下に走りこみ、篠原勇輝と一緒に隠れる。狭せまい隙すき間までも、小柄な柳生真純なら楽勝だ。

「（どうされました？）」

　見られないよう注意して、近くまで来てくれた柳生真純に、篠原勇輝は小声で言う。

「（あのさ、さっき教科書取りに寮に戻ったら、食堂で例の外人が働いてたんだけど）」




　柳生真純はきょとんと目を瞬しばたたいて、顔色を変えた。

「帝都学園の寮の食堂で、ハイムエンデさんが働いてたぁ!?」




「（ちょっ！　馬ば鹿か女！　でっけぇ声出すな！）」

　篠原勇輝は小声で器用に怒ど鳴なり、襲おそいかかるように柳生真純の口を手で押さえて塞ふさぐ。

「（んーんーんーんー！）」

「（暴あばれんじゃねぇ！）」

　柳生真純を荷物のように抱かかえこんで静かにさせながら、篠原勇輝は耳を澄すます。

　城の出入り口に立っている警備員に、動く様子はなかった。板いた壁かべの向こうの部屋でも、上の階でも、誰も動く気配はない。

　ほっとして、篠原勇輝は柳生真純を抱えていた力を緩ゆるめる。解放された柳生真純は、篠原勇輝のやり方は気に入らないものの、さすがにさっきのはまずかったと反はん省せいし、座り直して深呼吸をする。




　しかし、柳生真純の声は、しっかり聞かれていた。




「ハイムエンデくんが寮の食堂で働いていたんですか？」




　階段の上から小此木神官長の声が聞こえ、篠原勇輝と柳生真純は階段の下で固まった。

（いつの間に……!?）

　頭上の板一枚上にいるのに、気配をまったく感じなかった小此木神官長に、篠原勇輝と柳生真純はぞっとする。

　くすくすと小此木神官長は笑う。

「詳くわしく話を聞きたいですねぇ」




　小此木神官長に笑顔で脅おどされながら、柳生真純と篠原勇輝は帝都城から出て、対策本部に入る。

「（どうして私まで……）」

「（馬鹿デカイ声出したくせに、何言ってやがる……！）」

　巻まきこまれた感が強いが、見つかったのは柳生真純が大声をあげたからだ。不機嫌顔で睨にらむ篠原勇輝は恐こわくても、それに負けずに強がって、ぷんと柳生真純は横を向く。




「白虎の勇輝様が、ハイムエンデ氏を見つけたらしいぞ」

「本当か!?」

「え!?　いったい何ど処こで!?」

　対策本部にいた者たちがざわめき、小此木神官長に連れられて奥に入る篠原勇輝の後を追う。出かけようとしていた者はそれを取りやめ、出かけたばかりの者は慌てて対策本部に戻った。実りのない報告を持って帰ってきた者たちも次々に加わって、対策本部の人口密度は一気に増す。




　罰ばつゲームのように篠原勇輝に同行させられたが、対策本部に入って、柳生真純は小此木神官長と篠原勇輝を警けい護ごする位置に立ち、静かに付き従う。




「で？　どうやって彼奴きやつを見つけたのじゃ？」

　対策本部の奥にいても、柳生充じゆう兵べ衛え翁おうは情報通だ。




（さすが、柳生の爺じいさん、耳いいな）

　対策本部の奥の間に入った篠原勇輝は、柳生翁に会釈をして答える。

「見つけたんじゃなくて、見かけました」




「見えたんですか!?」

　思わず声の大きくなった小此木神官長同様、柳生翁や警けい視し総そう監かんたちも驚く。




　ハイムエンデの捜索にかかわった者は誰一人として、ハイムエンデの姿を見ていない。




「……あれ？」

　今さらながら気がついて、篠原勇輝は目を瞬く。

（見えないはず、なんだよな？）

「いや、食堂で確かに、蒼司朗と一緒にいて、砂の国のあの図ずう体たいのデカイ一年坊ぼう主ずが、クソ喧しい大声で喚いてて……」

　いるはずなのに見えない外国人という、ミステリアスな雰囲気の微み塵じんもない騒そう々ぞうしい場面に遭そう遇ぐうしたせいで、すぽんと頭の中から抜け落ちたようだ。

　あれ、おかしいなと、篠原勇輝は頭を搔かく。




　混乱する篠原勇輝に構わず、警視総監は部屋の外で待たい機きしている部下に命めいじる。

「すぐに確認を！　帝都学園高等部、学生寮の食堂だ！」

「くれぐれもハイムエンデくんを刺し激げきしないよう、お願いします！」

　小此木神官長の注意に敬礼で返し、警官たちは対策本部を出動した。
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　帝都学園高等部の学がく生せい寮りようへ急行した警けい官かんは、そこにハイムエンデがいることを確認した。調理場の仕事に慣れているハイムエンデは、調理師たちと一緒に手て際ぎわよく働き、楽しそうに寮生と会話をしていた。真ま面じ目めで丁てい寧ねいな、いい働きぶりだ。




　ハイムエンデがどこにいるのか見つかった、しばらくそこにいるだろうという知らせを受けて、帝都城下で調査をしていた公こう儀ぎ隠おん密みつと公儀隠密候補生、神官たちは、きりのいいところまでで、調査を終わらせた。

「こんなに簡単に見つかるなんて……」

「噓うそだろ……」

　ぴりぴりと緊きん張ちようしながら帝都を右う往おう左さ往おうした者たちは、確認の報告を聞き、がっくりと肩かたを落とす。

　何か動きがあったら見み逃のがさないよう警けい邏らは続けるが、ハイムエンデを一切刺し激げきしてはならないと厳きびしく命めいじられ、そっと見守ることしかできず、警けい戒かいして帝都城下を巡じゆん回かいする者たちのテンションは、がくーんと下がった。




「え、と、すみません」

　篠しの原はら勇ゆう輝きは恐きよう縮しゆくするが、彼が悪いわけではない。

「見つかっちゃうと、案外呆あつ気けないものなんですよ。こういうのは」

　小お此この木ぎ神官長は乾かわいた笑えみを漏もらすが、帝都を必死に駆かけずり回った者たちには、何の慰なぐさめにもならない。




　苅かり谷や神官の死に何か関係があるかもしれないと、ハイムエンデの足跡を辿たどり、調査した神官たちも、何も見つけることができないまま、それぞれの神社に戻った。

　なぜそこに足を運んだか、その理由はハイムエンデに訊たずねるしかない。訊ねたとしても、すんなりと本当のことを教えてくれるとは、まったく期待できないけれど。




　他三人の四神の戦士も待たい機きを解とかれて集合した対策本部で、篠原勇輝は証言する。

「調理師の坂さか上がみさんは、今け朝さ俺が見たときにも、具合が悪そうだったっス」

「うーん、ハイムエンデくんが坂上くんに何かしたとは、考えにくいですねぇ」

　小此木神官長は難しい顔をして唸うなる。盲もう腸ちようで入院するのは、突発的な事故とは違う。




　ハイムエンデは夕方、帝都城下を歩いていて、具合を悪くした坂上調理師が道にしゃがみこんだときに、そこに居合わせた。救急車を呼んだ理り髪はつ店てんの店主と一緒に、坂上に付き添そって病院に行ったハイムエンデは、船で調理師として働いていたことから、紹しよう介かい状じようをもらって帝都学園高等部の学生寮の調理場に連つれて行かれたらしい。




　今日はたまたま、調理師の宮みや迫さこに用事があって、夕食の仕込み作業の人数が少ない日だった。さらに坂上までおらず、夕食の時間に間に合うよう、調理場は戦争のような忙いそがしさだった。

　外国人だろうと、調理場での労働経験者が働いてくれるのは、願ってもない。

　調理場に足を踏ふみ入れたハイムエンデは、やぁいいところに来たと、割かつ烹ぽう着ぎを着せられ、三さん角かく巾きんを被かぶらされ、鰺あじが載のったまな板の前に立たされて、包ほう丁ちようを握にぎらされた。




　理髪店に客として潜せん入にゆうし、主人から話を聞いてきた柳生やぎゆう藤ふじ丸まるは、対策本部に報告書のファイルを提出する。

「散髪屋のおっちゃんが、けっこう強引にハイムエンデ氏を連れて行ったみたいです。ぼけっとした、吞のん気きな奴みたいっスね」




　理髪店に向かった柳生藤丸の班はんとは別口で、柳生蘭らん丸まるの班が昨日と今日の坂上の行動を調査したが、外出したのは今日の午後だけで、道でしゃがみこむまで、坂上にはハイムエンデと接せつ触しよくする機会はなかった。事前に何か仕し掛かけられていたとは考えにくい。

　救急車に同乗した理髪店の主人が口を挟はさみ、強引に連れて行かなければ、ハイムエンデは帝都学園高等部の学生寮の調理場には入らなかっただろう。




　蔵くら田た実さね親ちかは苦笑して肩かたを竦すくめる。

「偶ぐう然ぜんって、恐こわいですねぇ。ハイムエンデクンがよりにもよって、奥庭の四し神じん様を連れた蒼そう司し朗ろうクンのいる場所に行くなんて、よっぽど縁えんがあるんでしょうか」

　偶然や縁ですむものだろうかと、安あん藤どう奏かなでは蔵田実親に口を尖とがらせる。

「蔵田先輩は卒業されて、もう関係ないから気楽ですね。大丈夫なんですか？　怪あやしい人が作った料理なんて」

　帝都学園高等部には、これからの帝都や国を担になっていく優秀な子し息そくが大勢在ざい籍せきしている。信用していいのかわからない者が調理したものなど、口にしていいのだろうか。

　安藤奏の疑問は、もっともだ。小此木神官長は頷うなずく。

「その心配は、無用だと思いますよ。蒼司朗くんが帝都に来てから、これまで色々と見せていただいて、奥庭の四神様は大変食くい意地が張っている……もとい、とてもお食事に執しゆう着ちやくしておられることがわかっています。奥庭の四神様も召めし上がる寮の食事に、何かよからぬことをしたなら、奥庭の四神様はとても気分を害されるでしょう」

　ようするに、ピヨ四神はゴハンに悪さをする者を、絶対許さないだろうということだ。寮の食事に何かしようものなら、ハイムエンデは確実に奥庭の四神様の怒いかりを買う。

　食欲は、原始的な欲求のひとつだ。一般的にも、食べものの恨うらみは恐ろしいと言う。それが神様の祟たたりともなれば、どんな規き模ぼで身に降りかかるか、想像することさえ恐ろしい。外国人だろうが、宗しゆう派はが違おうが、致ち命めい的てき失しつ態たいだろう。

　ピヨ四神はいつもどおり、機き嫌げんよく蒼司朗に甘えていて、ハイムエンデは元気に仕事をしているのだから、彼は何も悪さをしていないのだろう。




　思案顔で、芙ふ蓉よう薫かおる子こは首を傾かしげる。

「このままハイムエンデさんに、帝都学園高等部の学生寮の調理場で働いていただきますの？」

　ハイムエンデを寮に泊とめることになったのは、独身職員用の住み込み部屋が空あいていたのと、強引に連れてきて働かせて重ちよう宝ほうがっておいて、持ち金もなく帝都に知り合いもいない者を、夜遅くなってから放りだすとあまりに人情を欠かくと判断したからだ。

　帝都学園高等部は公立校なので、寮の職員も全員公務員だ。しかし今回は、とにかく人手が足りなくて困っていたので、ハイムエンデに調理場で働いてもらった。

「お話だと、ハイムエンデさんの都つ合ごうを考えずに、無む理り強じいしてますわよね？」

　職種はハイムエンデにとって慣れたものだっただろうが、労働時間や賃ちん金ぎんなどの交こう渉しようをあれこれ全部すっ飛ばしている。今日は緊急事態だったし、夜になってしまったので仕方ないが、明日からもそれでいいものだろうか。

「うーん、ハイムエンデくんがあそこにいてくれると、こちらとしてはとても助かるんですけどねぇ」

　うふっと小此木神官長は笑い、警けい視し総そう監かんは咳せき払ばらいする。




　優秀な子息ばかりの帝都学園高等部の学生寮の調理場で、得え体たいの知れない外国人を働かせるのは心配だが、ピヨ四神の監かん視し下かだと考えれば、これほど確かで安全な場所はない。




　小此木神官長は皆みなを見回す。

「とりあえずそれは、明日の午後ということにしましょう。ハイムエンデくんとお話しするのに、適当な人に行ってもらいますから」

　調理場で働いていた人が、朝になっていなくなっていたら、寮生たちは変に思うだろう。

　寮の朝食が終わり、調理場の仕事が落ち着いたところに、役所の者が訪ねていくのがいい。今回は特例で、坂上調理師が退院して職場復帰できるまでの短期就しゆう労ろうになる。

　ハイムエンデが了りよう承しようすれば、このまま帝都学園高等部の学生寮の調理場で働いてもらうことになるし、そうでなければ、一日分の給料を支払って、別の仕事を斡あつ旋せんする。




　警視総監と柳生翁おうは、そっと目め配くばせをする。

（こちらの監視下に身を置いてくれればいいのだが）

　ハイムエンデは不思議な術を使っているらしい、怪しい人物だが、犯罪行為に及んでいるわけではない。他の外国人旅行者にしないことを、あれこれと強要するのは不当だ。




「勇輝先輩にだけ、ハイムエンデさんが見えたのは、なぜですか？」

「あの後、寮に行った方にも見えましたのよね？」

　安藤奏と芙蓉薫子だけでなく、納得できない者ばかりだ。

「それについては、我々にはわかりかねる、と言ったほうがいいかもしれません。真ま純すみくん」

「はい」

　呼ばれて前に出た柳生真純は、持参していた写真を小此木神官長に渡す。

「これを見てください」

　小此木神官長が会議机の上に広げたのは、柳生真純と写真係の公儀隠密が今日撮影した写真だ。ハイムエンデが立ち寄ったと思われる現場記録の写真で、活動中の神官や公儀隠密、警官や四神の戦士が写っていて────。

「あ！」

「えっ……」

　蔵田実親が声をあげ、安藤奏は息を吞のむ。芙蓉薫子は目を丸くした。

「こんなこと……！」

　写真のほとんど、どこかに、見切れたり背を向けたりしながら、ハイムエンデが写りこんでいた。かなり近くにいたはずなのに、誰だれもハイムエンデの姿を見かけていない。

　篠原勇輝は渋しぶい顔をして言う。

「この写真、何時間か前に見たヤツだよな？」

　確認する篠原勇輝に、小此木神官長は頷いた。

「同じ写真です。そのときには、ハイムエンデくんはどこにもいませんでした」

　正確には、『見えなかった』だけなのだろう。

　柳生翁は肩を竦すくめる。

「薄気味悪いのう」

「一度見えたからといって、安心してはいけないかもしれません。この先も、見えたり見えなかったりするかもしれませんよ？　それがハイムエンデくんだけなら、いいですね」

　小此木神官長はおどけて言ったが、冗じよう談だんには聞こえない。

　自分がもしも、誰の目にも見えなくなったらと考えて、皆はゾッとする。




（どうすればいい!?）

　見えない相手に仕掛けられることを、阻そ止しできるとは思えない────。




　怪しく不気味な外国人（性格は吞のん気きでおっとりしていてお人好し）の所在ははっきりし、帝都学園高等部の学生寮には巡回警けい備びがついたので、帝都を守しゆ護ごする神官や四神の戦士、警官や公儀隠密は、通常任務及び待機状態になった。

　ハイムエンデが何か行動を起こしたり、帝都に異変があったなら、状じよう況きように応じて待機は速すみやかに解除され、適切な対処をしなければならない。




　洗い物と翌よく朝あさの仕込みを終えたハイムエンデは、調理師たちと賄まかないの食事をして、調理場での仕事を終えた。入にゆう浴よくして職員用の部屋に入ったハイムエンデは、とても疲れていたので、灯あかりをすぐに消した。




　帝都学園高等部の学生寮の付近を巡回警備し、ハイムエンデの動向を監視していた警官は、事前に彼がどの部屋に泊まるのかを調べていた。消しよう灯とうし、寮から出てくる様子のないハイムエンデに、ほっとする。

「このまま、朝にならないかな」

「うん。調理場で働いててくれたらいいのにな」

　警官たちは、何ごともなく時間が過ぎてくれるよう祈る。




　どんな些さ細さいな異常も見逃さないよう、細心の注意を払いながら巡回している警官の横を、駝だ鳥ちようのオラオラに乗って帝都学園高等部の学生寮から出てきた望ぼう威いが通り過ぎた。夜も遅く、未成年者が出歩くような時間ではなかったが、誰も望威に声をかけない。────駝鳥に乗る望威の姿が見えていない。




　駝鳥の首には、隠おん形ぎようの力を発動させた不思議の色石のペンダントがかかっている。

　貴重な不思議の色石を使って、オラオラが身を隠かくさなければならないのは、何か事情があるからだ。




　誰にも気づかれず、望威は帝都南地区にある宝ほう飾しよく品ひん店てんに戻る。

「ドウしましタ？」

　オラオラから降りた望威は、突然呼び戻されたことに何ごとかと緊きん張ちようしながら、通用口から店に入った。

　望威の帰りを待っていた入いり谷やと那な智ちは、色石を使って慎しん重ちように気配を探さぐりながら、通用口の扉とびらを閉め、さらに色石で封ふう印いんする。幾いく重えにも施ほどこした封印は、建物にある不思議の色石の気配を断たち、大きな声で会話をしても外に声を漏もらさない。




「坊ぼつちゃま、今日、色石を持つ者が帝都に入りました」

「大量ノ石ヲ持ツ者ナリ」




　望威は不思議の色石を求め、占いの導きで帝都に来た。

　蒼司朗の持つ『緑の石』が、望威をこの帝都に呼んだのかと思ったが────。




「ドンな人かわかるカ？」

「調査済ナリ」

「石を隠し持って、帝都に入ってくるのがわかりましたからね」

　知能は高いが、外見は幼おさない子供である那智は、小さな隙すき間まにも身を隠せる。入谷と連絡を取りながら、帝都城下に出た那智は、相手に気づかれないよう細心の注意を払い、誰が色石を持っている者なのかを調べた。

「目ハ右目ガ青、左目ハ琥こ珀はく」

「欧おう州しゆう北きたの出身だろう、黒くろ髪かみの男です」

「……ソイツ、寮に来タ……！」

　食堂にいた新人調理師の男を思い出して、望威は機嫌が悪くなる。

「アイツ、蒼司朗センパイに馴なれ馴なれシク、羨うらやメしいコトを～～～！」

「坊ちゃま、羨ましいと恨うらめしいが交まじってます」

「蒼司朗ニ接近セシは、如い何かニ？」

　望威は、ぐっと拳こぶしを握にぎる。

「蒼司朗センパイは、ボクが守りマス！　あんなちっちゃくて可か愛わいいヒトを苛いじめるノ、許しまセン！」

　そして、蒼司朗が連れているピヨ四神も、堪たまらなくプリキューだ。

「フォ──！」

「坊ちゃま、落ち着いて！」

「話ノ停てい滞たいヲ禁ズ」

　この調子では話ができない。興こう奮ふんする望威の後頭部に、那智は硬かたく手て拭ぬぐいを巻いて作った布ぬの棍こん棒ぼうの一いち撃げきをお見舞いした。




　職員用の住み込み部屋を貸してもらったハイムエンデは、入浴してさっぱりし、ふかふかの布ふ団とんに入って気持ちよく目を閉じた。

（今日は色々あったなぁ）

　目まぐるしかったが、楽しかった。

（明日も、楽しい日ならいいなぁ）

　眠りに落ちていきながら、ハイムエンデは思い出す。

（トル爺の幻げん獣じゆう、一匹も見つからなかった……）




　期限がくれば孵ふ化かするよう、帝都の数カ所に仕掛けてきたはずの幻獣の卵は、地図の印しるしを頼りに探したが、見つからなかった。




（新しい卵を、仕掛けないと駄だ目めかなぁ……、僕、そういうのまだ上う手まくできないんだけど……）

　考えながら、すうっとハイムエンデは眠りに落ちた。

　呼吸が規き則そく正しくなり、深い眠りに落ちて────。




　青と琥珀の目が、闇やみの中、ぱっちりと開く。




「おやすみ、ハイムダル。次はこの俺、エンディミオンの時間だぜ」

　にいっと笑って起きあがった顔には、昼間とは違う邪じや悪あくさがあった。




　瞳の色が象しよう徴ちようするように、ひとつの身体からだに二つの魂たましい。生まれたものの、この世に身体を持って出ることのなかった双ふた子ごのもう一人が、身体の主しゆ導どう権けんを奪い、夜の時間を支配する。




『キィ……』

　ハンガーに掛けていた服のポケットから、透すきとおった身体を持つ細長い幻獣が、ひらひらと優ゆう雅がに鰭ひれをなびかせて出てきた。幻獣は身をくねらせて、狭せまい部屋の中を飛ぶ。




「よぉ、ヴォルガ。これから外に出るから、もう一働きしてもらうぜ。ハイムにしてやったように、面倒くさそうな連中の、俺にかかわる記き憶おくを全部食ってくれよ」

『キィィ』

　寝台を出たハイムエンデの頰ほおに、透きとおる幻獣は、そっと身を擦すり寄せた。




（んじゃ、俺の目で確かめるか）




　ハイムエンデは外出用の服に着替え、寮を出る。

『キィ……』

　ハイムエンデの周りを飛ぶ透きとおった幻獣に記憶を食われ、巡回警備している警官は、誰一人としてハイムエンデに気づかない。




（この都がよく見える場所……、昼間、ハイムが横を通って見上げた、あの鉄てつ塔とうがいいか）




　ハイムエンデは優雅に衣服の裾すそを靡なびかせて、夜の帝都城下を帝都タワーに向かって歩く。

「ヴォルガ」

『キィ、ィ……』

　ふわふわっとまとわりついた幻獣は、ハイムエンデを持ちあげて、水の中を泳ぐ動作で緩やかに飛ぶ。風に跨またがっているように高く運はこびあげられたハイムエンデは、ひらりと跳とんで帝都タワーの鉄骨の上に立った。

　上空を行く風が髪や衣服の裾を乱らん暴ぼうに揺ゆらすが、ハイムエンデは気にしない。

『キィ……』

　ハイムエンデの姿を目もく撃げきした者の記憶を食うため、幻獣は帝都城下に下りる。




　宙を泳ぐ透とう明めいな幻獣を見送り、ハイムエンデは帝都城下を見下ろす。

「……ここが『帝都』、ビョートル爺さんが、神殺しの契けい約やくを受けて、いくつもの幻獣の卵を仕掛けた、千年の都か。なかなか綺き麗れいな都じゃないか。ぶっ潰つぶし甲が斐いがありそうで、面おも白しろいな」

　ハイムエンデが浮かべるのは、狡こう猾かつで酷こく薄はくな笑みだ。

「へっぽこのハイムが歩き回って確かめたとおり、ビョートル爺さんの仕掛けた卵は、ひとつもない、か。ふうん」
















　幻獣の卵は、孵化するまでは石ころに酷こく似じしている。幻獣の卵であることは、幻獣使いにしかわからない。




「手て強ごわい奴がいるなんて、いいねぇ。足あ搔がいてくれなきゃ、楽しくない」

　くくくとハイムエンデは笑い、そして大きく息を吸う。

「まずは、大おお掃そう除じといこうか」

　この土地には、小さなゴミがたくさんある。




　腕うでを伸ばしたハイムエンデは、ぱちんと指を鳴らす。

　帝都の上空を優雅に泳ぐように飛んでいた細長い幻獣は、ハイムエンデに振り向き、大きな鰭を帝都に向かって打ち振る。




　────ズン……！




　帝都の地面が衝しよう撃げきに揺れた────。
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　帝都は昔から、地じ震しんの多い土地だ。自然災さい害がいとして歴史に残るような、大きな地震が起きることは滅めつ多たにないが、小さな地震は日常的によくある。帝都に観光に来た者や、帝都で暮くらしはじめたばかりの者は、この地震に驚おどろくが、帝都で過ごした時間の長い者は、少々の揺ゆれではまったく動じない。




　突然の揺れは、すぐに収まった。




「……びっくりしたぁ」

　自習室で勉強していた一年生が、ふうと息を吐はき、肩かたに入っていた力を抜く。

「まだ慣れないのかい？」

　中学校から帝都に来ている一年生が笑い、隣となりの机つくえで勉強していた一年生は言う。

「僕、この前の日曜日の地震のとき、蕎そ麦ば屋やで天ぷら蕎麦を食べてて、ちょうどこう、丼どんぶりを持ちあげててさ。食べはじめたばっかりの熱々だったから、零こぼさないか、ドキドキだったよ」

「あぁ、あるよね、そういうの。僕はお茶を飲もうとしたときに、地震がきたことがあったよ」

　小さい地震でも、前まえ触ぶれもなく突然にくるので、タイミングによってはとても困こまる。

　何度も体験していくうちに慣れっこになるので、一年生が地震に驚くのは一学期だけだ。

　数学の宿題をしていた熊くま谷がい融とおるは、ちょっと手を止めて向かいの机の蒼そう司し朗ろうを見る。

「蒼司朗くんは、僕たちよりも半年も後から入学したのに、地震に驚かなかったよね」

「え？　あぁ、オレは小ちっちゃい頃から、何度も里帰りしてたから」

　蒼司朗にとって帝都は、父母の生まれ育った場所であり、本家のあるところだ。

「蒼くんが初めて帝都に来たのは一歳になる前だったけど、その頃から地震は平気だったよ」

　清きよ志し朗ろうに言われ、蒼司朗はきょとんとする。

「そうなんだ？　そんなに小さい頃のこと、清ちゃんはよく覚えてるなぁ」

　感心する蒼司朗に、清志朗はにっこりと微笑ほほえむ。

「蒼くんのことだからね。忘れないよ」

　清志朗と一緒にいるとき、蒼司朗はいつでもご機き嫌げんだった。地面が揺れるのには驚いたし恐こわかったが、清志朗が怖がることなく普通にしていたので、怯おびえる必要はないと判断した。何度か体験しているうちに、帝都はこういうものなのだと覚えた。

　何でもないことのように言う清志朗だが、話を聞いていた熊谷融たちは思う。

（さすが、頭のいい子は小さい頃から違うよ）

　もっとも偏へん差さ値ちの高い、帝都の一流校で、学年代表ができる生徒は、只ただ者ものではない。




「……ミギャ」

「キュウ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

　霊れい力りよくがない者の目には見えないのをいいことに、蒼司朗が勉強している自習机の上を走り回って遊んでいたピヨ四し神じんは、何だか神しん妙みような様子で蒼司朗のノートの上に集まってきた。

（どうした？）

　どうも様子がおかしいと、蒼司朗は眉まゆを顰ひそめてピヨ四神を見る。




「────蒼くん？」

　視線を落としている蒼司朗が、ノートに書いた数式を見つめているのではないことに、清志朗は気づく。

　外を気にして、そわそわとするピヨ四神の視線を、蒼司朗は追う。

　おかしなものは何も見えない。妙な気配もしないが、建物の中にいてはわからない。

「（清ちゃん、ごめん、ちょっと外に出るよ。もしかしたら、出かける）」

　小声で言って席を立つ蒼司朗に、ぴょんとピヨ四神は飛びついた。外を気にしている蒼司朗を見て、清志朗は頷うなずく。

「（わかった。遅くなるようなら、後は片づけておくから）」

「（ありがとう。頼むね）」

　蒼司朗が席を立ったので、一緒に宿題をしていた熊谷融たちが注目する。

「どうしたの？　蒼司朗くん」

「うん、ちょっとね」

　にこっと笑っただけで、はっきり何と言わなかった蒼司朗に、熊谷融たちはトイレに行くのかなと勝手に思った。

　勉強道具を机の上に残したまま、蒼司朗は自習室を出る。部屋に戻って枝えだ打うち斧おのを取ってきた蒼司朗は、外出許可時間を過ぎていたが、寮りよう監かんの教きよう諭ゆに声をかけて寮を出た。許可時間外の外出には届け出が必要だが、帝都城奥庭のお庭番である蒼司朗は、若様や白びやつ虎この戦士である篠しの原はら勇ゆう輝きと同じく、例外として扱あつかわれ、用紙に記入しなくていい。




　若様の部屋や、帝都城内うち堀ぼりの中ほど強力ではないが、帝都学園高等部の学生寮は敷しき地ち全部を結けつ界かいで守られている。門の外に一歩踏ふみだして、蒼司朗ははっとする。

「蟲むしの穢けがれが……！」

　帝都城下の穢れが、昼間とは比くらべものにならないくらい、濃こくなっている。

（まさか……、さっきの地震のせいなのか？）

　原げん因いんは他に思い当たらないが、蒼司朗は何だか納得できない。

（あの程度の地震なんて、帝都じゃぜんぜん珍めずらしくないのに）

　蒼司朗が帝都に住民票を移して生活を始めたのは、去年の秋からだが、蒼司朗はこれまでに何度も、さっきと同じような地震を体験している。穢れがあることを知ったのは、奥庭のお庭番となってからだが、地震で蟲の穢れが濃くなったことは、一度もなかった。

「ミギャ」

「キュウキュウ」

「ピピチュピピ」

「「（しゅー）」」

「うん、行こう……！」

　なぜ蟲の穢れが濃くなったのかはわからない。時間が経たてば、自然と前の状態に戻るのかもしれないし、逆にもっと穢れが濃くなるかもしれない。これをこのままにしておいていいものか否いなか、蒼司朗には判断できない。ピヨ四神が気にすることは、何とかしなければならない。

　枝打ち斧をしっかりと握にぎって、ピヨ四神を連れた蒼司朗は、帝都神社に向かって走る。




　地震の直後、帝都神社には、帝都城下を巡じゆん回かい警けい備びしている神官から、異変を知らせる連絡用の式が大量に送られてきた。

「何だ何だ、急に増えたぞ……！」

「そんなこと言われても……！」

　社しや務む所しよの奥の座ざ敷しきで、式の情報を整理していた相あい沢ざわ神官と佐さ久く間ま神官は、突然増えた式に、あたふたしながら作業をする。当然のことながら、処理しきれない式が、鳥の格かつ好こうでどんどん増えていく。




「地震の後に送られた式はどれですか!?」

　鈴すず宮みや神官から知らせを受け、座敷に駆かけこんできた神官の背に、相沢神官と佐久間神官の目には後光が射さして見えた。

「「津つ本もと神官～～！」」

　情報処理なら、津本神官に勝まさる者はいない。




　津本神官は送られてきた式を素す早ばやく処理して情報をまとめ、調査をして、ハイムエンデ関連の対たい策さく本部から帝都神社の社務所に移動して休きゆう憩けいしていた小お此この木ぎ神官長に報告する。

「被害は特にありませんが、帝都城下全域で、蟲の穢れが濃くなっています。『蟲むし呼よびの夜』を行う、一週間前ぐらいの穢れです。桐きり谷や教きよう授じゆに問い合わせましたが、さきほどの揺れは『地震ではない』そうです」




　帝都大学環かん境きよう学科の桐谷教授の研究室では、大災害となる大だい規き模ぼ地震に備そなえ、地震研究を行っている。

　揺れは帝都の広こう範はん囲いで起こったが、地熱や電でん磁じ波はの乱れ、Ｐ波Ｓ波の計測、地震の特とく徴ちよう的てきなものが、今回の地震にかぎって、まったく何も記録されなかった。




　小此木神官長は、ふむと考える。

「ただ、地面が揺れた、そういうことですか。帝都の地面の下に、大おお鯰なまずはいないんですけどねぇ」

「あの、蟲が原因で地震のような揺れが起こったのですか？」

　鈴宮神官は緊張しながら、小此木神官長と津本神官にお茶を出す。




　帝都の地面には、蟲の棲すむ異界と繫つながる綻ほころびがある。




　お茶を受け取った津本神官は、首を横に振った。

「異界との綻びに、異変はありません。蟲の出てくる穴が広がって、蟲が溢あふれでてきたとか、そういうことではないようです」

「穢れを放たない形でも、帝都には蟲がけっこうたくさん潜ひそんでいるんですよ、鈴宮くん。さっきの地震が衝しよう撃げきとなって、隠かくれていた蟲が出てきたとすれば、これくらいの穢れになるでしょうね」

　隠れて休眠状態にある蟲は、穢れを放たず動かないので、『蟲呼びの夜』を行っても、浄じよう化かできない。

「例えるなら、物もの干ほしに掛けられた布ふ団とんが叩たたかれて、埃ほこりが出た、みたいな？」

　小此木神官長は布団を叩く真ま似ねをし、津本神官は溜ため息いきを吐ついて眼鏡めがねを直す。

「緊張感のかけらもないですが、その例えで的確だと思います。地震ではなく、帝都の地面を『何かが揺らした』んです」




　地震に酷こく似じしていたが、地面の内部から起こった揺れではなかったので、外部から働きかけがあった。そう考えるしかない。




「そんな……」

　絶句する鈴宮神官に構わず、津本神官と小此木神官長はお茶を飲み干す。

「その原因の追つい及きゆうはまた後にしましょう」

「まずは帝都の浄化です。『蟲呼びの夜』を行います！」

　行動開始と、小此木神官長と津本神官はソファーから腰こしを上げた。




　蟲はお互いに喰くらいあい、個体数を減へらしながら、力と穢れを増大させ、巨大化する。夜は蟲が活発に動く時間だ。揺れたことで、埃が舞い、蟲が好む汚よごれた環境になっている。隠れ場所から叩きだされた蟲が巨大化するのは、時間の問題だ。




『蟲呼びの夜』は終了した翌よく日じつに、次回の段取りが決められる。今日これから行うと決めても、各神社の神官が慌あわてることはない。

　ハイムエンデ関連で待たい機き状態にあった帝都神社と四神神社の神官は、開始時間の連絡を受け、速すみやかに『蟲呼びの夜』の準備をし、帝都城下に出た。




　今回は事前に予定していた『蟲呼びの夜』ではなく、急きゆう遽きよ行うものだ。いつものように事が進まないかもしれない。

　事後の補ほ修しゆう作業をする者たちは、『蟲呼びの夜』が完全に終了し、危険はないと小此木神官長が判断してからの出動に決められた。作業の支し度たくをして、待機だ。




「勇輝くんには、白虎の戦士として『蟲呼びの夜』に参加してもらいますが、若様は帝都城から出てはいけません。蒼司朗くんへの連絡は不要です」

「はい」

　小此木神官長に従って、津本神官は帝都城への連絡の式を飛ばす。

　四神神社への連絡の式を飛ばした鈴宮神官は、首を傾かしげた。

「蒼司朗様の浄化は、なしですか？」

　蟲を速やかに集めることは大事だが、若様の御おん身みに危険が及およんではいけない。日中からどうにも不ふ穏おんだったので、今回はがっちりと帝都城で若様を守るのはわかる。しかし、奥庭のお庭番である蒼司朗の浄化がなければ、『蟲呼びの夜』は不完全だ。

　蒼司朗の浄化の必要性は、小此木神官長もよくわかっている。

「今夜は蒼司朗くんを寮から出したくないんですよ。できるだけハイムエンデくんを刺し激げきしない方向で行きましょう」




　帝都を巡回する警官は、帝都学園高等部の学生寮を監視し続けていたが、ハイムエンデが外出する姿を見てはいなかった。門限を過ぎた外出禁止時間になって、蒼司朗が学生寮を出れば、どうしたのだろうとハイムエンデが気にするかもしれない。同じ理由で、望もち月づき造ぞう園えんの見習い庭師として、『蟲呼びの夜』の後の修復作業に毎回参加している清志朗への連絡も、今回はしない。




　帝都神社を目指して走りだした蒼司朗は、寮の近くを巡回している警官の姿を何人も見かけ、眉を顰める。

（何か……、物々しいな）

「チュン」

「うん、こっちね」

　頭の上のチビ朱す雀ざくに、警官がいると教えられ、蒼司朗は見つからないよう、道を変える。妙な気配がするわけではないし、警官は蒼司朗の敵ではないのだが、見つかってはいけないという気がした。

（神官の人たちも、動きはじめてる）

　神官装しよう束ぞくを身につけた者たちが移動するのが、道の向こうにちらりと見えた。

（『蟲呼びの夜』かな）

　この程度の瘴しよう気きでは、まだ少し早い感じだが、小此木神官長が『蟲呼びの夜』を決行すると判断したのかもしれない。

（柳生やぎゆうさんと会わないなぁ）

　急遽決まった『蟲呼びの夜』なら、連絡係の柳生真ま純すみか、公こう儀ぎ隠おん密みつ候補生の柳生蘭らん丸まるか誰だれかが知らせてくれるはずだ。蒼司朗が寮を出てしまっても、彼らなら絶対、すぐに見つけてくれるだろうと思うのだが。




　夜中に行われる『蟲呼びの夜』のとき、帝都神社の神官が出入りに使うのは、帝都神社に一番近い西門だ。奥庭のお庭番である蒼司朗は、門の警けい備び員いんに頼めば、閉へい門もん時間でも帝都城公園に入れてもらえる。寮に近い東門から入り、帝都城公園を突っきればショートカットできるが、『蟲呼びの夜』で出かける帝都神社の神官たちと行き違うかもしれない。ちょっと遠回りになるが、外堀の外をぐるりと回って、蒼司朗は西門に向かっていた。

　巡回の警官に見つからないよう、足を止めて隠れたり、回り道をしているうちに、変に時間がかかってしまった。

（あ）

　帝都大通りの向こうに、帝都神社の神官、小此木神官長たちの姿が見えた。完全に出遅れた蒼司朗は、帝都大通りでようやく神官たちに合流する。




「遅れて、すみません！」

　息を切らして現れた蒼司朗に、神官を配置につかせていた小此木神官長はぎょっとする。

「蒼司朗くん……！」

「どうして来たんですか!?」

　ずいっと目の前に現れた新しん庄じよう神官に見み下おろされ、蒼司朗はきょとんとする。

「え？　だって『蟲呼びの夜』じゃないんですか？」

「ミギュン」

「キュイ？」

「チュチュピチュ」

「「（しゅー）」」

　きょろんと顔を出したピヨ四神が、円つぶらな瞳ひとみを瞬しばたたかせ、新庄神官はがくりと肩かたを落とした。小此木神官長はくすくすと笑う。

「奥庭の四神様に隠しごとはできませんね。ま、いいでしょう」

「は？」

　わけがわからない蒼司朗に駆け寄った鈴宮神官は、蒼司朗専用の『帝都のよく効きく薬』を溶とかした水が入っている竹たけ筒づつ水すい筒とうと、ピヨ四神用の清し水みずが入った竹筒水筒を差しだす。万一蒼司朗が来ても困ることがないよう、鈴宮神官は準備していた。

「蒼司朗様には、お知らせしないことになっていたんです」

「そう、だったんですか……」

　道理で柳生真純からの連絡がなかったはずだ。

「来ちゃったからには、働いてもらいますよ」

　にっこり微笑む小此木神官長に、蒼司朗は顔を引きつらせる。

「お手て柔やわらかにお願いします……！」

　ピヨ四神に清水を飲ませ、水を飲んで、蒼司朗は寮での部屋着のまま、『蟲呼びの夜』に参加する。




　急遽行うことになった『蟲呼びの夜』だったが、いざ始まってみれば、それはいつもとほとんど変わらなかった。

　四神変化した四神の戦士が、巨大化した蟲を次々と倒していき────。




「お庭番、望月蒼司朗、参る！」

　愛用の枝打ち斧を構え、颯さつ爽そうと前に進みでた蒼司朗が、ピヨ四神と四神変化して、天の戦士になる。




「四神演えん武ぶ、我あ慈じ彩さい！」




　虹色の軌き跡せきを描えがき、蒼司朗の戦いくさ斧おのが空を薙なぐ。

　金色に輝かがやいた蟲は色とりどりの小さな花と化して、くるくる回りながら落ちていった。




　舞い落ちる花と一緒に降こう下かし、爪つま先さきを地面に触ふれさせると同時に、蒼司朗の四神変化が解とけた。




「お役目、ご苦労でした」

　にっこりと微笑んで、小此木神官長は蒼司朗を労ねぎらう。少しの異変も見み逃のがすまいと鈴宮神官は、用の済んだ枝打ち斧の刃やいばに袋を被かぶせた蒼司朗を確かめる。

「大丈夫ですか？　どこか具ぐ合あいの悪いところはありませんか？」

「はい、大丈夫です」

　以前なら気を失っていたところだが、今は疲れてはいるものの、ちゃんと自分の足で歩いて帰れる。蒼司朗に心配がなくなって、ピヨ四神はすっかりおねむの顔だ。

「蒼司朗くん、ここはいいですから、もうお帰りなさい」

　小此木神官長は明日も学校がある蒼司朗に、先に帰るよう促うながした。蒼司朗が誰より努力家であり、毎日頑張っていることを知っている神官たちは、蟲を浄化した花を回収しながら、お辞じ儀ぎをする蒼司朗に笑顔で手を振った。




　帝都タワーの鉄てつ骨こつの上から、『蟲呼びの夜』を眺ながめていたハイムエンデは、今日何度も会った小こ柄がらな少年に注目する。

「ふぅん……、あの子、神様を連れてるのか」

　同じ目を使って、ハイムダルには見えなくても、エンディミオンには、蒼司朗の連れているピヨ四神が見える。

「小さな姿をしているくせに、力は凄すごいな。あれが、この帝都を守しゆ護ごするモノ、ね……」

　ピヨ四神を眺め、くすっとハイムエンデは笑う。




「楽しい宴うたげになりそうだ」
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　ハイムエンデが帝都学園高等部の学がく生せい寮りようを抜けだしたことに、帝都南地区にある宝ほう飾しよく品ひん店てんにいた望ぼう威いたちだけが気づいていた。




「アイツは蒼そう司し朗ろうセンパイの敵デス……！」

「幻げん獣じゆう使つかイナリ」

　ハイムエンデは幻獣を使って地面を揺ゆらし、隠かくれていた蟲むしを追いだして、穢けがれをばらまいた。

「このところの騒さわぎは、あの男が仕し掛かけてきていたせいですね」

　何度も現れる幻獣。帝都に来た幻獣使い。

　偶ぐう然ぜんと考えるには、あまりにもできすぎている。繫つながっていると考えたほうが自然だ。

　この等級の幻獣でいけるだろうと予測して、帝都に幻獣を送りこんだのに、何度も退治されてしまったから、幻獣使いは姿を現した────。




　幻獣使いは、私し利り私し欲よくのために幻獣を操あやつるのではない。誰だれかの依い頼らいを受けて、目的の地に幻獣を放つ純然たる商人だ。

　喜ばれ歓かん迎げいされるような、有ゆう益えきな用い方ができないわけではないが、幻獣は大抵の場合、害獣として放たれる。その地を混乱させるモノ、恐きよう怖ふに陥おとしいれるモノ、疫えき病びようをもたらすモノ、食しよく糧りようを食くい荒あらすモノ、天候や気温に異変をもたらすモノ……、幻獣の特性は様々だが、どの幻獣を送りこまれても、迷めい惑わく極きわまりないことに違いはない。




　歴史のある豊かな都みやこは、様々な財を多く蓄たくわえているし、その地を守しゆ護ごしている神の格も高くなっている。帝都には狙ねらわれる理由がいくつもある。




　砂の国の人間である望威たちにとってかかわりがあるのは、あの男、ハイムエンデが不思議の色石を持っているということだ。

　不思議の色石を使った占いで、望威たちはこの帝都に導みちびかれた。望威たちが求めている石は、おそらくハイムエンデの手にある。

「あの男と石の交こう渉しようをしてはいけません、坊ぼつちゃま」

　喉のどから手が出るほどに欲ほつしている不思議の色石があることを気け取どられれば、絶対に足元を見られる。

「タップリ弱らせてカラ、話ヲしたいネ」

「完かん膚ぷナキ迄まで叩たたカン」




　幻獣使いへの依頼は、全額前払いされるわけではない。必要経費を前払いで受け取り、残りは成功報ほう酬しゆうだ。幻獣をけしかけて失敗した場合、それは幻獣が弱かったのか、相手が強かったのかだが、よほどの理由がないかぎり、警けい戒かいされて分ぶが悪くなるので依頼者は何度も同じ場所を狙わない。失敗した幻獣使いは、評判を落とし、依頼が減へる。

　収入がなくなれば、ハイムエンデは不思議の色石を手放して、現金に換かえたくなるだろう。売りたいとハイムエンデが強く思ったならば、相場より安く手に入れることができる。

　不思議の色石のことをよく知っている、砂の国の宝石商なら、ハイムエンデのほうから訪たずねてくることも考えられる。




「何としてでも、蒼司朗様たちには勝ってもらわなければなりませんね」

「四人が問題だヨ」

　ピヨ四し神じんを連つれている蒼司朗は、まだまだ未完成で、たっぷりと伸のび代しろがある。だが、ひとつの完成した形で安定している四神の戦士は、今のままでは成長を期待できない。




　帝都が揺らされたことによって、城下に広がった穢れを祓はらい、巨大化した蟲むしを浄じよう化かする『蟲むし呼よびの夜』。

　幻獣を連れて寮を抜けでたハイムエンデがどう出るか、望威たちは緊きん張ちようしながら探さぐる。場合によっては、蒼司朗たちのために不思議の色石を使って加勢しなければならないかと身構えていたが、ハイムエンデは帝都タワーに留とどまったまま動かず、一切手出しすることはなかった。

「現在の帝都の状じよう況きようを把は握あくするためですか」

「情報ハ宝ナリ」

「蒼司朗センパイにナニかしたら、許しまセーン！」

　鼻息も荒あらい望威だが、今回は様子見に留め、行動を起こさなかったハイムエンデに、入いり谷やと那な智ちは安あん堵どする。




　ハイムエンデがどれだけ不思議の色石を持っていたとしても、石についての専門家は、砂の国の人間である望威たちだ。

　不思議の色石を用いればハイムエンデや幻獣に気づかれることなく、行動することができる。だが望威は、ハイムエンデが幻獣を連れて寮に戻るのを用心深く待って、行動を起こす。




　もしかしたら何か予想もしないことが起こるかもしれないと、緊張していた『蟲呼びの夜』だったが、呆あつ気けないぐらい普通に終わった。危険がないことを慎しん重ちように確認してから、破は損そん箇か所しよを補ほ修しゆうする職人たちを呼び、作業を始めてもらう。

「お疲れさまでした。ここはもういいですよ」

　蒼司朗を帰した小お此この木ぎ神官長は、四神の戦士にも、にっこりと微笑ほほえむ。

　修行して鍛きたえた若く優秀な神官でも、四神変化した後は相当に疲ひ弊へいする。次に四神変化するときも万全の状態でなければならないし、現在の四神の戦士は全員、まだ修学中だ。神官としての活動で、学業を疎おろそかにするようなことになってはいけない。

「お先に失礼します」

「おやすみなさい」

　他の神官たちは、蟲を浄化した後の花をまだ回収していたが、四神の戦士の四人は、作業をしている神官たちに会え釈しやくをし挨あい拶さつしながら、それぞれの神社に戻る。




（今日は────）

　妙みようなこともなく、普通に終わってよかったと安堵している自分に気づき、四神の戦士はドキリとする。

（これって……）




　このところ起こっていた、幻獣騒そう動どうに対処できていないから、思うことだ────！




　それぞれの神社に戻った四人は、示しあわせたわけではないが、祀まつっている御ご神しん体たいのある場所に足を向けていた。

　神官として誰だれもが自じ慢まんに思う、優秀な前任者たちに憧あこがれ、幼おさない頃から必死で修行して、認められ、使えるようになった力。

　しかし、その力は。




（幻獣を倒すことはできない）




　頭の中ではっきりと言葉にして、四人はすうっと血ちの気けが引いていくのを感じた。

　何者かが帝都に幻獣を放っている。その脅きよう威いから帝都が助かってきたのは、小さくなった奥庭の四神と四神変化して天の戦士になって戦う蒼司朗や、砂の国から来た少年が使う不思議の色石の力があったからだ。




『このままでは駄だ目めですよ』




　頭の中に直接響ひびいた声に、四人はぎょっとして顔を上げる。

（この声……!?）

　聞き覚えがある。強きよう烈れつな個性がまず目につき、いつもはこんなに流りゆう暢ちように喋しやべっていないので、すぐに誰とはわからなかったが、間違いない。

　気配は感じなかったが、目の端はしに光を捉とらえ、四人はそちらに振り向く。




　金色の淡あわい光を放ち、砂の国から来た大おお柄がらな少年が、足を宙に浮かべて立っていた。確かにそこに見えるのに、霊れい体たいよりも存在感のない少年を、四人は驚おどろいて見つめる。




　見つめられた望威は、ふわりと微笑んだ。

『僕の姿が見えるということは、新あらたに身につけられる力があるということです。多くの人に敬うやまわれている神は、その人たちを守るために、とても強くなれます』

　注意して見ると、喋っている唇くちびるの動きが少し違っていた。望威はおそらく、砂の国の言葉で喋っている。頭の中に直接届いている声だから、こちらの言葉に翻ほん訳やくされて聞こえているのだ。

『力を手に入れて、そして使えるようになってください。帝都を守るには、それしかありません』

　金色に輝かがやいている望威の姿は、次し第だいに小さく凝ぎよう縮しゆくし────。




　輝きながら宙に浮かぶ、石になった。




　引き寄せられるように四神の戦士が差しだした手の上に、羽根のように音もなく、石が落ちた。
















　軽すぎて、そこにあるのかわからなくなるほどだが、石は確かな『力』を宿して、手の上にある。これで、手に入れたことになる、のかもしれないが……。

　どうやって使うのか、わからない。




　謎なぞめいて姿を見せた少年は、もうどこにもいない。




　宝飾品店の奥に置いた仕掛けで、不思議の色石がひとつ、砕くだけて散った。

「成功ナリ」

　ふうと那智は息を吐はき、仕掛けの中央の台に立っていた望威は、そこから下おりる。

「ボクたちにできるのハ、ここマデ」

「四神神社はどこも、とても敬われている神社のようですから、あの方たちのところで、ちゃんと石ができていると思いますよ」

　求める心が生みだした『力の石』。そこにあると信じれば『ある』。




　帝都を守る四神の戦士は、帝都ができて間もなく、そのお役目に就ついた。現在も行使されている力は、尊敬する初代の四神の戦士を踏とう襲しゆうしている。

　こういうものと決めつけてしまえば、それが限界になる。新たに得たものが何かあれば、限界はもうひとつ先にあると思える。信じられ、敬われている神の力は強い。




『蟲呼びの夜』の事後処理と修復作業は、夜明けまでに滞とどこおりなく終わった。




　いつものように早起きをした蒼司朗は、ピヨ四神を連れ、登校前に奥庭の仕事をするため、寮を出る。

「チュン」

「あれ？　横よこ山やまくん。どうしたの？」

　頭の上のチビ朱す雀ざくに教えられ、早朝ランニングに出たはずの同級生が元気のない様子で戻ってくるのを見て、軽く柔じゆう軟なん体たい操そうをしてから門を出た蒼司朗は首を傾かしげる。

「……おはよう、蒼司朗くん」

「おはよう。足でも痛めた？　どこか具ぐ合あいが悪いのかな？　大丈夫？」

「うん、具合はどこも悪くない。大丈夫だよ」

「ミギャ」

「あんまり大丈夫に見えないけどな」

　苦笑する蒼司朗に、ちょっと視線を泳がせてから、横山一かず成なりは言う。

「蒼司朗くんは、これから帝都城のほうに行くんだよね。僕も一緒に行ってもいい？」

「うん、いいよ」

　走って奥庭に向かう蒼司朗と一緒に、横山一成はランニングをする。




「ミギャミギャミギャミギャ」

「キュイキュイ」

「チュッピピ」

「「（しゅー）」」

　走るリズムに合わせ、蒼司朗にくっついているピヨ四神が機き嫌げんよく鳴き続けているが、霊れい力りよくのない横山一成には聞こえない。

「……蒼司朗くんはさ」

「うん？」

「信じてた友だちに、隠かくしごととか、されたことってある？」

　走りながら訊たずねられて、蒼司朗は答える。

「あるよ。清ちゃんに隠しごとされてた」

　軽く返事をした蒼司朗に、横山一成は驚く。

「清志朗くんに!?　えぇっ!?」




　清志朗は蒼司朗の従い兄と弟こで、とても仲がいい。誰だれが見ても、お互いにとても大切にしているのがわかる。それなのに、隠しごとがあるなんて……。




「オレさ、バカだから、あんまり考えなしに、清ちゃんに『オレに隠しごとしてる？』なんて聞いたことあるんだ。隠しごとしてるって、清ちゃんに返事をされて、落ちこんでさ」

「清志朗くんが、蒼司朗くんに隠しごと……」

　信じられないとショックを受けて、横山一成は視線を落とす。

「オレは勝手に、清ちゃんに裏切られたみたいな気持ちになってたんだけど、そのときに篠しの原はらが、どうでもいい奴相手に、隠しごとなんてしない、って言ってさ」

　どきりとして横山一成は顔を上げ、篠原勇ゆう輝きが言った言葉を反はん芻すうする。

「……篠原くんって、すごいね」

「うん、あいつ、すごいよ」

　素す直なおな声こわ音ねで、蒼司朗は篠原勇輝を賛さん辞じする。




　顔を合わせればすぐに喧けん嘩か腰ごしになるが、蒼司朗と篠原勇輝は仲が悪いわけではない。




「横山くん、信じてる友だちが隠したい、って思っていることなら、無理に知ろうとしなくてもいいんじゃないかな」

「……うん、そう、かもしれない。ありがとう、蒼司朗くん」

　話して気持ちが軽くなったらしく、横山一成は笑顔になった。




　横山一成の会話と反応から、蒼司朗は推すい測そくする。

（朝ランに出た先で、何か見ちゃったんだな）

　帝都っ子の横山一成は、寮生を誘さそわず、いつも一人で早朝ランニングをしている。横山一成が見たのは、おそらく他校の生徒とか、蒼司朗の知らない人だろう。




　奥庭の作業に行く蒼司朗と横山一成は、手を振り合って帝都城公園で別れた。




　クラブの朝あさ練れんがあって、朝食をとる時間のない寮生は、オニギリを頼んで持っていく。朝食を断っているのは、蒼司朗と清志朗だけだ。




「朝メシ食くワンとね？」

　寮りよう監かんの先生の部屋に朝食を運はこんだハイムエンデは、少し早めに登校する清志朗を見つけて声をかけた。

「朝メシは、一日の力たい。大事ぞ？　蒼司朗モ、朝メシ食ットかんと、大きゅうなれんとよ。ニギリメシ、つくったるよ？　遠えん慮りよセンでえぇゾナ」




「蒼司朗センパイは、ちっちゃいのがイイんデース！」

　ダダダッと階かい段だんを駆かけ下りてきた望威が、大声でハイムエンデに叫さけぶ。

「ヨケイなお世話ネ！」

「健康ニよぉないことは、イカンと言うちゃ！」

　廊ろう下かで大声で怒ど鳴なりあう外国人二人。朝食のために食堂に来た寮生たちは、少し距離を取りながら二人の横を通りすぎる。




「あのー、僕と蒼くんは、朝ご飯を別のところで食べてるから、ここで食べられないんですー……」

　心配してくれているハイムエンデに、説明しないのは悪いなと清志朗は思ったのだが、たぶん聞こえていない。

（今日の夕飯も、また騒そう々ぞうしいのかな）

　時間に遅れるので、清志朗は鞄かばんを持ち、寮を出た。











了
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　帝都は流行の発信基き地ちであり、最さい先せん端たんのファッションで溢あふれている。

　帝都で生活を始める者は、自分も帝都に相応ふさわしい、お洒しや落れな人間になりたいと、色々な夢を見る。自由な服ふく装そうで登校できる大学生になって、帝都で暮くらすことになる者は、自分をどうコーディネートしていくか、わくわくドキドキだ。

　帝都大学生で、日々忙いそがしく活動している新人の公こう儀ぎ隠おん密みつ候補生も、学業と任務、修行の合間にファッション誌をチェックしている。




　公儀隠密候補生の登と志し邦くにと銀ぎん次じは、柳生やぎゆう藤ふじ丸まるに連つれられ、理り髪はつ店てんの主人から話を聞きだすため、三人で店に行った。

「外国人を高校の寮りようの調理場に入れたんだって？　おっちゃん、それ、大丈夫なのかよ」

　柳生藤丸は、待合いの椅い子すで書しよ棚だなから取った漫まん画が単行本を捲めくる。散髪用の椅子に座った登志邦の首にタオルとケープを巻まきながら、主人は答える。

「経験者だってよ。鰺あじを捌さばくとこ見せてもらったがよ、確かにいい腕うでしてたぜ」

「いやいや、大丈夫なのかってのはさ、アレだよ、ほら、外国人だろ？　悪いことやって逃にげるヤツもいるじゃん」

　外国人旅行者全員を疑いたくはないが、無む闇やみに信用しすぎるのは不用心で危険だ。

　警けい戒かいする藤丸に、主人は笑う。

「いやー、ありゃ大丈夫だろ。そこの前の道で、脂あぶら汗あせ流して座りこんだ坂さか上がみさん支えて、おろおろしてたときによ、自分の鞄かばん、道に放っぽりだしてやがるような野や郎ろうだぜ？」

「うわー、そりゃないわー」

「だろー？」

　わははははと藤丸と主人は笑う。理髪店の主人が目を光らせていなければ、ハイムエンデは鞄を置き忘れて救急車に乗っていただろう。犯はん罪ざい行こう為いに及およぶどころか、被害者街道まっしぐらのお人ひと好よしである。

　喋しやべりながら手を動かす主人に髪を梳くしけずられ、登志邦はサクサク散髪されていく。切られた髪かみが床ゆかに落ちる、ぱさぱさという軽い音を聞きながら、藤丸の横に座った銀次は、虚うつろに漫画単行本の頁ページを捲る。

（ゴメン、登志くん……）




　ハイムエンデを帝都学園高等部の学生寮に連れて行った話を聞くには、客になって潜せん入にゆうするのがいいのだが、帝都っ子でお洒落な柳生藤丸は、いつも美容院で髪を切っていて、理髪店は使わない。

　散髪に行く友達にくっついて理髪店に行き、髪が切り終わるのを漫画単行本を読みながら待つ者はよくいる。帝都で美容院を利用したことのない登志邦か銀次のどちらかが、客の役をすることになり、ジャンケンをしたわけだが。

（せっかく、伸びたのに）

　ざくざくと遠えん慮りよなく髪を切られ、軽くなっていく頭を鏡かがみで見ながら、登志邦は心の中で滂ぼう沱だと涙する。




　この春に地方から帝都に来て帝都大学の学生になった登志邦と銀次は、高校時代まで、校則で丸まる刈がりにしていた。せっかく帝都にいるのだから、都会らしいお洒落な髪形にしたくて髪を伸ばし、もうそろそろ美容院に行けるだろうかというところで、この潜入調査である。

　お前らのどちらかがやれ、と客役を振った藤丸に、まだ美容院に行ったことのなかった登志邦と銀次は、嫌いやだと言えなかった。泣く泣くジャンケンをして、銀次が勝った。

　潜入調査費で散髪された登志邦の、帝都の美容院デビューは、もうしばらく先である。




（ホントにゴメンね、登志くん）

　柳生充じゆう兵べ衛え翁おうを見てもわかるとおり、蘭らん丸まると藤丸の柳生本家は、歳としをとってもしっかり頭髪が残る。だが、柳生一族でも親しん戚せい筋すじまでそうとは限らない。




　登志邦の父親と祖そ父ふの頭は、頭頂部から見事に禿はげあがっていた。髪が寂さびしくなっていく者は、だいたい二十代半なかばにはその兆ちよう候こうが現れ、三十代にはスタイルが定着する。

　銀次の祖父は、額ひたいが広くなっていくタイプだ。父親は幸運にも額の拡かく張ちようを免まぬがれたようだが、銀次も幸運かどうかはわからない。

　カウントダウンは、ひそやかに始まっている。




　登志邦と銀次は、心の中で祈る。

（もうこんな潜入調査は、ありませんように……！）




　リズミカルに鋏はさみを動かしていた店主は、おや？　と登志邦の頭を見る。

「あれ？　兄ちゃん、ここんとこ、コブできてるぜ？」

「登志、オメーどこでぶつけたんだよ、ダセー！」

　ぎゃははと藤丸は笑うが、同じコブは銀次の頭にもある。

（藤丸さん、あんたが笑うか!?）

　ハイムエンデが見つからなくて、やつあたりされてさんざん殴なぐられた登志邦と銀次は、心当たりなどまったくない顔で笑っている藤丸を、渋しぶい気分で見つめた。




　初めての者には、オシャレな美容院は、恥はずかしくてちょっと入りにくい。女性が多い店だと、なおさら敷しき居いが高い。

　帝都に来る前に丸まる坊ぼう主ずだった少年が、美容院デビューするのは初夏頃なのだが、いつどこに行こうかなと、そわそわと落ち着かない様子になるので、あぁそうなのかなとわかる。

　毎年、春から初夏にかけては、一年生の頭が微笑ほほえましい時期だ。




「篠しの原はらくんがどこの美容院で髪を切ってるのか、気になるけど聞けないんだよね」

『蟲むし呼よびの夜』のあった翌よく日じつ、自習室で蒼そう司し朗ろうたちと勉強をしていた筧かけい俊とし彦ひこはくすっと笑って、寮の図書室から部屋に移動する若様と篠原勇ゆう輝きを、失礼にならないよう少しだけ目で追う。

　若様のお世話係なんて恐おそれ多いし、怒っているときばかりで、怖くて声をかけるなんてとんでもないが、篠原勇輝に憧あこがれている生徒は多い。

　着き崩くずしがちで不良っぽく見えても、篠原勇輝はいつでもスタイリッシュで、決まっていて格かつ好こういい。いかにも都会の子という感じがする。

「お店を教えてもらえたとしても、中に入れないよ」

「そうそう。すごい人がお客で来てそうだし」

　斉さい藤とう正まさ則のりと熊くま谷がい融とおるは、鉛えん筆ぴつを動かす手を少し止めて、筧俊彦の言葉に続けて笑う。

　有名人御ご用よう達たしの店だったなら、気き後おくれして気軽に利用するなんてとんでもない。

　蒼司朗は話を聞いていて思い出す。

（それに持ちものとか、高いのばっかりだもんな）

　帝都の有名神社の子し息そくである篠原勇輝は、それなりのものを身につけている。ちょっと髪を切るだけでも、高級店でかなりの額を払っていてもおかしくない。

　盛もりあがっている筧俊彦たちに、図書室から参考書を持ってきた清きよ志し朗ろうは、きょとんとする。

「篠原くんは、美容院なんて行かないよ？」

「え？」

　てっきり美容院に行っているものだと思いこんでいた蒼司朗たちは、目を丸くする。

「じゃあ、散髪屋さんに行ってるの？」

　理髪店には申し訳ないが、イメージとして、お洒落な篠原勇輝に合わない。

「いや、篠原くんみたいにしてくれる散髪屋さんなら、僕も行ってみたいかも」

「別な意味で、すごいよ！」

「どんなところなのかな」

　筧俊彦たちの期待に満ちた視線を浴あびて、席に着いた清志朗は苦笑する。

「篠原くんは、お家うちで切ってもらってるんだ」

「は？」




　篠原勇輝は美容院にも理髪店にも行かない。




「小さい頃から、じっと座ってるのが苦手だったからって、篠原くんは言ってたよ」

「……へぇー」

「そうなんだ」

「うん、わかるかも」

　やんちゃな篠原勇輝を想像し、筧俊彦たちは納得したが、蒼司朗は違うと思う。

「ミギャギャ」

「キュウ」

「ピチュン」

「「（しゅー）」」

（うん、そうだよな）

　広げた教科書やノートの上で寛くつろぐピヨ四し神じんを、蒼司朗はこっそりと撫なでて可か愛わいがってから退どける。

（篠原は、白びやつ虎こ神社の子だし）




　白虎神社は四神変化できるほど、実力のある優ゆう秀しゆうな神官がいる。

（髪とか、身体からだの一部って、何かの術に使えるって聞いたことがある）

　巌いわ手ての殿様と若様には、専せん属ぞくの理容師がいた。切った後の髪は、誰だれかに悪用されないよう、厳げん重じゆうに管理して処分されていた。

（篠原も、きっと同じだ）




　勉強を終えて部屋に戻ってから、蒼司朗は清志朗に確認する。

「白虎神社には、専属の理容師さんとかがいるんだろ？」

「うん。そうだよ。やっぱり蒼くんにはわかっちゃうんだね」

　蒼司朗は御ご前ぜん試じ合あいで、白虎神社の組になったことがある。白虎神社の神官に間近く接していれば、わかるだろう。

　白虎神社の神官は、皆みな、格好いい髪形をしている。お家で切っていると言えば、素人しろうと作業のようにも聞こえるが、あの見事なカットはプロの技が光っている。

「白虎神社では、お嫁よめに来た女の人が、代々髪かみ結ゆいの修業をしてるんだって」

　きちんと国家試験を受け、理容師や美容師の免めん許きよを取った者が、神官全員の髪を切る。切った後の髪の始末も、すべて責任を持つ。




「あれ？　芙ふ蓉よう先輩は、カットハウスに行ってなかったっけ？」

　以前、休日に宿題のプリントを渡すため、篠原勇輝を捜さがし回ったときのことを、蒼司朗は思い出す。途と中ちゆうで会った芙蓉薫かおる子こは、カットハウスで髪を切っていた。

　首を傾かしげる蒼司朗に、くすっと清志朗は笑う。

「芙蓉先輩だよ？」

　お洒落な美女は、流行の形に髪を整える、のはわかる。でも、それでは────。

「チュン」

「あ」

　頭の上でチビ朱す雀ざくが鳴いて、蒼司朗は納得した。




　朱雀の戦士は、自在に炎ほのおを操あやつる。切った後の髪を、悪用されないよう処分するなんて、芙蓉薫子には簡単なことだ。




「筧くんは、今度、美容院で髪を切ってもらうんだって。蒼くんは、どうする？」

　蒼司朗の髪も、少し長くなってきた。

　じゃれついてくるピヨ四神の相手をしながら、明日の時間割を合わせ、蒼司朗は笑う。

「オレはいつもどおり、清ちゃんの通ってる散髪屋さんでいいや」


二○一三年十一月二十日　流ながれ　星せい香か　ヘアスタイルって難しいですね☆










著者

流 星香

Seika Nagare




９月28日生まれ、天秤座、Ｂ型。大阪生まれ大阪育ちの、大阪在住大阪人。お祭り騒ぎ大好きな、明るく正しい子どもの味方である♡

戦国時代ファンタジーでデビュー。ファンタジー作家として、これまでに多数の著作を発表していて、西洋風、現代モノ等、守備範囲はファミレスのように品揃えが豊富である。

お茶の時間をこよなく愛し、綺麗で美味しいお菓子からたくさんの元気をもらっている♡










イラスト

[image: 〓] 空也

Kuya Sakaki




愛知県在住

表紙で薫子さんの持っている傘は、流先生にパゴダ傘の存在を教えていただいて、即参考にしました。

こういう素敵アイテムが似合う人になりたいものです。
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お庭にわ番ばん望もち月づき蒼そう司し朗ろう参まいる！




へっぽこ幻げん獣じゆう使つかいと神かみ殺ごろしの宴うたげ













著者／流ながれ 星せい香か
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